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たマ日
。 ニ月第

ラ 24 50 
首日回
都(木) 田
園 j の
/宅 ú 0 
ザ月 S
ィ 27 E 
市日 与
を(日)と
行て云
わ J l 
札〉フ

まとム
してが

登
録
者
数
6
5
0
0

名
で
日
本
か
ら
は

2
3
0
7

名
の
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
登
録
さ

れ
、
全
体
の
3

分
の
l

が
日
本
で
す
。

お
日
の
開
会
式
で
は
、
通
訳
機
が
無
く
何

を
し
て
い
る
の
か

全
く
分
ら
な
い
ま
ま
、
開

始
予
定
の
午
後
l

時
を
過
ぎ
る
と
と
ω
分
、

ご
自
身
で
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持っ
て
入
場
す
る

国
際
役
員
入
場
が
始
ま
り
午
後
2

時
に
タ
ム

国
際
会
長
が
入
場
で
す
。
正
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
日
本
と
の
時
差
が
1

時
間
半
有
る
よ
う
で

す
。
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イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
!

で
オ
ー

プ

ニ
ン
グ
さ
れ
た
閉
会
式
で
す
が
、
先
に
書
い

た
よ
う
に
通
訳
が
無
い
の
で
さ
っ
ぱ
り
で
す
。

O
S
E
A
L

フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
次
期
国
際

理
事
候
補
の
方
に
と
っ
て
は
大
事
!
日
本

か
ら
も
国
際
理
事

候
補
L

武
久
一
郎

(
M
D
3
3
6
)
 

が
開

会
式
終
了

後
に
行
わ
れ
た
、

ジ
ャ
パ
ン
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
於
い

て
立
候
補
挨
拶
を

さ
れ
ま
し
た
。

是
非

、

6

月
辺



日

日
か
ら
行
わ
れ
る

釜
山
国
際
大
会
に

参
加
し
て
就
任
を

お
祝
い
し
ま
し
ょ

v
つ
。ハ

U
C
J
M官LM
A
n
T」

フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
会
識
が
多
く

行
わ
れ
ま
す
。
私

も
朝
早
く
に
ホ
テ

ル
を
出
発
し
て
タ
ム

国
際
会
長
と
ガ
バ
ナ
!

の
会
識
に
地
区
ガ
パ
ナl
L

金
井
一
夫
と
共

に
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続

き
行
わ
れ
た
国
際
第
l

副
会
長
と
副
地
区
ガ

バ
ナ
l

の
会
議
も
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
国
際
会
長
就
任
の
時
に
ガ
バ
ナ
!
と

な
ら
れ
る
同
期
会
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
第
一

副
地
区
ガ
パ
ナ
l
L

長
津
千
鶴
子
・
第
二
副

地
区
ガ
パ
ナ
l
L

正
木
守
も
同
期
の
ガ
パ

ナ
!

と
な
る
方
々
と
交
疏
を
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
初
め
て
の
マ
ニ
ラ
で
し
た
が
多
く

の
メ
ン
バ
ー
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
有
意
義

な
フ
ォ
ー

ラ
ム
参
加
と
成
り
ま
し
た
。

参
加
し
て
頂
い
た
メ
ン
バ
ー
各

位
に
は

、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
・
し
上
げ
ま

す
。尚

、
6

月
辺
日
よ
り
開
催
の
釜
山
国
際
大

会
の
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す。
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調消
EP防

芋 式草
者 フ
Z ロ
ω ジ

ヱ
ク
ト

L

角
河
博
文

今
期
Z
C

を
拝
命
し
た
際
に
、
こ
の
1

年

閣
の
目
標
は
、
行
動
は
、
そ
し
て
そ
の実
績

は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
な
る
か
不安
と
思
惑
が
入

り

交
じ
っ
て
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。

5

年
前
か
ら
設
立
し
た
支
部
会
員
を
ク
ラ

ブ
に
昇
格
で
き
る
か
、
2

年
前
に
予
定
し
た

L
E
O

ク
ラ
ブ
の
結
成
や
如
何
に
、
家
族
会

員
に
よ
る

会
員
の
純
増
は
出
来
る
の
か
、
寅

任
Z
C

と
し
て
U
R
の
ラ
イ
オ
ン
が
同
じ
目

標
に
向
か
っ
て
団
結
・
結
束
し
、
し
っ
か
り

と
し
た
足
取
り
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
と
向
か

い
合
え
る
の
か
課
題
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
消
防
車
の
新
事
業
を
思
い

出
し
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
、
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
が
2

年
前
か
ら
消
防
車
を
マ
ニ
ラ
に

寄

贈
出
来
な
い
か
?

各
市
町
村
に
廃
棄
さ
れ

る
消
防
車
は
無
い
か

、

相
談
さ
れ
て
い
た
事

を
思
い
出
し
、
ゾ
ー

ン
内
の
メ
ン
バ
ー

に
問

い
合
わ
せ
た
ら
、
山
武
L
C

の
L

高
橋
、
洋一

会
長
か
ら
6

台
程
、
2

年
前
か
ら

「
雨
ざ
ら

し
に
な
っ
て
ま
す
」
と
の
話
を
聞
き
現
場
に

急
行
し
ま
し
た
。

確
か
に
6

台
の
消
防
車
が

放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

聞
く
と
こ
ろ
に
依
る
と

市
町
村
合
併
で

消
防
団
も
統
合
さ
れ

て
6

台
が
浮
い
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

す
ぐ
に
マ

ニ
ラ
に

紹
介
し
て
も
ら
っ
た

と
と
ろ

是
非
活
用
し

た
い
そ
う
で

大
網
白

里
L
C

の
理
事
会
・

例
会
で
承
認
を
頂
き

寄
贈
を
決
定
し
ま
し

た
。

と
こ
ろ
が
大
網

白
里
L
C

も
会
員
減

少
で
ク
ラ
ブ
事
業
費

の
捻
出
が
窮
状
に
あ

る
現
在
新
規
の
奉
仕

活
動
に
手
を
出
す
こ

と
は
今
年
度
予
算
で

は
と
う
て
い
無
理
な

こ
と
で
し
た
。

丁
度
目
月
3

白

地

区
ガ
パ
ナ
l

L

金
井

一
夫
の
ガ
パ
ナ
l

公

式
訪
問
が
あ
り
地
区

名
誉
顧
問
L

岡
野
正

義
が
ア
イ
バ
ン
ク
協

会
の
副
理
事
長
と
し

て
ロ
R

に
ご
挨
拶
に

来
て
頂
き
ま
し
た

。

そ
の
際
、
5

年
前
Z

C

を
さ
れ
た
L

中
島

4 LlON'S 2012 WINTER 
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が
消
防
車
の
マ
ニ
ラ
寄
贈
仏
L
C
I

F

基
金

を
活
用
で
き
な
い
か
地
区
名
誉
顧
問
L

岡
野

正
義
の
ご
指
導
を
頂
く
事
が
で
き
1

万
S

迄

な
ら
早
く
決
済
出
来
る
事
を
伺
い
早
速
委員

会
を
立
ち
上
げ
1
5
0

万
円
ま
で
の
支
援
事

業
を
決
定
し
ま
し
た
。

L
C
I
F

か
ら
半
額

の
百
万
円
か
事
業
支
援金
と
し
て
見
込
ま
れ

る
事
に
な
り
事
業
費
の
捻
出
も

一
安
心
と

言
っ
た
と
と
ろ
で
し
た
。

マ
ニ
ラ
と
辿
絡
を
取
っ
て
頂
い
て
い
る
中

で
制
印
式
の
括
が
持
ち
上
が
り
、
そ
れ
なら

オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
3
3
3

按
合
デ
ィ

ナ
ー
の
会
場
で
出
来
な
い
か
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

に
問
い
合
わ
せ
し
た
と
こ
ろ
即
決O
K

と
な

り

3
0
1

複
合
|
D
l

マ
ハ
リ
カ
L
C

と
の

調
印
式
が
決
定
さ
れ
た
訳
で
す
。

調
印
式
当
日
は
、
複
合
で
2
0
0

名
程
の

デ
ィ
ナ
ー

で
賑
や
か
な
中
で
の
調
印
式
と
な

り
地
区
ガ
パ
ナ
l
L

金
井
一
夫
と
L

ヒ
ギ
ニ

オ
複
合
ガ
パ
ナ
!

と
が
壇
上
で
書
類
に
サ
イ

ン
し
無
事
に
調
印
式
が
終
了
し
ま
し
た
。

l

月
現
在
の
状
況
は
6

台
の
消
防
車
を
整

備
し
て
お
り
、
L
C
I
F

支
援
金
の
到
着
を

待
ち
望
ん
で
い
る
所
で
す
。

調
印
式
当
日

会
場
の
参
加
者
に
は
デ
ィ

ナ
ー
を
楽
し
ん
で
頂
く
と
こ
ろ
を
大
変
ど
迷

惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
が
、
国
際
交
疏
と

ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
の
高
揚
の
促
進
に

一
役
を

担
っ
た
の
で
は
と

実
感
致
し
て
お
り
ま
す。

次
期
開
催
地

福
岡

LlON'S 2012 WINTER 5 



ス
ク
ラ
ツ
"
ク
スE
世

L
C
l
F

理
事
長
セ
ミ
ナ
ー

文
・
地
区
L
C
I
F

・

国
際
(
協
力
・

大
会
参
加
)
委
員
長

LCIF理事長セミナー 通

シ
ド
L
.

ご
案
内
の
通
り
、
L
C
I
F

理
事
長
は
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
前
会
長
が
就
任
さ
れ
ま

す
。今

期
理
事
長
の
シ
ド
L

.

ス
ク
ラ
ッ
グ
ス

阻
位
は
、
オ
セ
ア
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
附
催
直
前

に
日
本
ヘ
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

用
事
長
は
、
般
の
手
術
を
さ
れ
た
ば
か
り

の
体
で
東
日
本
大
混
災
の
被
災
地
・

宮
城
県

石
巻
市
を
日

月
初
日
に
視
察
訪
問
を
され
、

犠
牲
者
の
方
ヘ
献
花
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

(
そ
の
模
様
は
ラ
イ
オ
ン
誌1
月
号
参
照
)

日
月
辺
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュl
オ
l

タ
こ
に

て
全
国
か
ら
3
8
0

名
の
会
員
が
集
い
L
C

I

F

セ
ミ
ナ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
3
3

ー

c

地
区
か
ら
も
金
井
ガ
パ
ナ
ー

を
始
め
大
勢
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
映
像
で
日
本
で
のL
C
I
F

事

業
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

L
C
I
F

と

ラ
イ
オ
ン
ズ
は
麻
疹
と
そ
れ

が
も
た
ら
す
子
供
の
失
明
や
そ
の
他
の
恐
ろ

し
い
二
次
疾
患
を
撲
滅
す
る
た
め
に
尽
h
し

て
い
る
。

ζ

の
事
業
に
ピ
ル
&
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ

財
団
は
、
L
C
I
F

に
却
万
ド
ル
の
交
付
金

を
給
付
し
て
く
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

L

高
橋
昌
男

シドL.スクラッグス
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昨
年
ロ
月
回
目
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
(
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
)
の
ク
ラ
グ
イ
ェ
ヴ
ア
ツ

市
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
結
成
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

(予
定
ク
ラ
ブ
名
、
ク
ラ
グ

イ
ェ
ヴ
ア
ツ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
)

中
心
的
人
物
と
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー

の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
L

高
木
次
雄
(
野
田
L

C
)
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

L

高
木
次
雄
は
、
仕
事
で
年

一
度
セ
ル
ピ

ア
を
訪
れ
、
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
お
り
、

今
や
門
下
生
が
約
5
6

0
0

人
に
も
及
び
、

特
に
、
親
し

き
友
人
初
名
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
を
結
成
す
る
運
び
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

き
っ
か
け
は
、
今
か
ら
三
年
前
に
さ
か
の

ぼ
り
、
元
国
際
理
事
L

後
藤
隆

一
よ
り
セ
ル

ピ
ア
に
行
く
な
ら
、
今
有
る
ク
ラ
ブ
を
調
べ

て
欲
し
い
と
、
依
頼
を
受
け
た
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
と
の
と
と
で
す
。

本
部
に
登
録
は
し
た
け
れ
ど
活
動
停
止
状

態
の
ノ
ヴ
ィ
サ
ド
L
C

が
有
り
、
何
度
か

通
訳
を
過
し
て
コ
ン
タ
ク
ト
を
試
み
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
連
絡
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

一昨
年
セ
ル
ピ
ア
か
ら
来
日
し
た
門
下
生

の
ミ
ラ
ン
氏
を
、
野
田
L
C

の
例
会
に
招
待

し
た
り
、
ラ
イ
オ
ン
ネ
ッ
ト
の
横
浜
オ
フ

会

に
も
参
加
さ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
の
交
流

が
、
彼
を
そ
の
気
に
さ
せ
た
よ
う
で
す
。

昨
年
9

月
セ
ル
ビ
ア
当
地
に
セ
ミ
ナ
ー
で

8 LlON'S 2012 WINTER 

行
っ
た
と
き
、
ミ
ラ
ン
氏
か
ら
「
先
生
同

名
集
め
た
か
ら
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
説

明
会
を
!
」
そ
し
て
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
合
闘
を
ぬ
っ
て
説
明
会
を
行
い
、
そ
こ
で

年
内
に
結
成
会
を
や
ろ
う
と
言
う
こ
と
に
な

り
、
昨
年
ロ
月
旧
日
に
行
う
こ
と
が
で
き
た

と
の
こ
と
で
す
。

結
成
会
に
は
、
ノ
ヴ
ィ
サ
ド
L
C

、
ル
ー

マ
ニ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
も

関
係
者
が
来
て
い
た
と
の
と
と
で
し
た
。
手

続
き
は
、
国
際
的
な
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の

た
め
、
戸
惑
い
や
ハ
ー

ド
ル
な
ど
あ
る
も
の

の
常
に
前
向
き
に
取
り
組
み
、
予
定
通
り
に

C
N

を
迎
え
た
い
と
、
情
熱
的
に
諮
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
C
N

は
、
今
年
の
5

月
初
日
ω
予

定
と
な
り
ま
し
た

。

地
区
を
越
え
国
際
的
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
区
ガ
パ
ナ
l

L

金
井
一
夫
の
指
導

の
も
と
、
ス
ポ
ン
サ

ー

ク
ラ
ブ
と

し

て
、

3
3
3

1

C

地
区
内
の
一
番
目
に
結
成
し

た
、
歴
史
あ
る
市
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
L



クラタイヱヴアツライオンズクラ7結成金

セルピア共和国(セルビアきょうわ乙く)、通称セ

ルピアは、南東ヨーロッパ、バルカン半島中西部の内

陸に位置する共和制国家。 かつてのユーゴスラピアに

属した地域の中央に位置しており、政治的にもその中

心となる閣で、あった。

首都ベオグラードは、ユーゴスラピア誕生以来

2006年にセルビ、ア ・ モンテネグロが解体されるまで、

一貫して連邦の首都で、あった。 2006年 6 月 3 日のモ

ンテネグロの分離独立に伴い独立宣言をした。 人工約

1.000万人

;;.. 

ωωωF.uU.lω凶以刷，

セルピア共和国について

む
)

通 セjレビア

白
土
英
成
会
長
に
依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
、
快

く
引
き
受
け
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
会
員
増
強
・
E

X

T

委
員
長

L
実
籾
富
二
男
に
は

、

国
際
的
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
と
な
り
大
変
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

L

後
藤
隆

元
G
M
T
会
則
地
域
リ
ー
ダ
ー
­

国
際
理
事

国
際
的
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
と
な
り
、
ま

た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
少
な
い
国
に
お
い

て
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
は
国
際
本
部
で
も

歓
迎
さ
れ
、
地
域
を
越
え
、
情
熱
と
行
動
力

が
あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
を

示
し
た
。

セ
ル
ピ
ア
の
固
に
お
い
て
は

、

ま
だ
一
つ

二
つ
の
ク
ラ
ブ
し
か
な
く
、
組
織
のル
ー
ル

に
つ
い
て
、
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
活
動
が
見
え
て
い
な
い
が
、
ク
ラ
ブ
が

増
え
る
と
と
に
よ
り
、
指
導
的
教
育
も
な
さ

れ
、
更
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
を
し

た
い
。

ヨーロッパとオリヱント文明の十字路

セルビアの首都、ベオグ

ラードは ドナウ川とサパ川

の合疏地点にあり、ヨー

ロッパとアジアを結ぶ交通

l の袈として発展してきた歴

史ある街。

ケル ト人によって街が作

られたのは紀元前 3世紀と

いうのですからアテネや

ローマと並ぶヨーロッパの

最古の都市なのです。 7世紀にスラブ民族が移住して

来てベオグラード(スラブ語で=白い街)と名付けて

からも、 長い歴史の聞に何度も破壊と両生を繰り返し

て来たとの街は西と東の文化が混じり合った不思議な

雰間気が漂っています。

とりわけ 14世紀末カ、 ら 500年間との地を支配した

トルコの影響は大きく、街の至る所にその跡が残って

います。

写真等 は、

セルピア共和

国大使館サイ

トから抜粋

9 L10N'S 2012 WINTER 



担
年
続
い
て
き
た
規
則
は
生
き
て
い
る
の
か

昨
年
と
同
様
に
、
次
年
度
の
第
二
副
地
区

ガ
パ
ナ
1

立
候
補
者
2

名
の
方
、
か
、
既
に
立

候
補
届
書
を
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
地
区

ガ
パ
ナ
l

L

金
井

一
夫
よ
り
新
た
な
試
み
と

し
て
、
「
立
会
い
演
説
と
投票
」
に
よ
る
公

平
且
つ
ト
ラ

ブ
ル
な
く
、
推
薦
委
員
会
で
の

審
議
過
程
を

、

情
報
委
員
会
に
情
報
公
開

す
る
よ
う
に
、
指
示
を
受
け
ま
し
た

。

3
3
3

ー

c

地
区
に
は
、
「3
3
3

ー

c

地
区
ガ
パ
ナ
l

候
補
者
推
薦
手
続
規
則
」
が

1
9
8
0

年
度
よ
り
継
京
さ
れ

、

円
滑
な
運

営
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

規
則
7

【
地区
ガ
パ
ナ
l

維
薦
委
員
会
に
よ

る
調
整
・
推
薦
】

・
規
則
7

l

a

・

「
候
補
者
」
が
複
数
の
場

合
、
地
区
ガ
パ
ナ
ー
は
、
地
区
ガ
パ
ナi
推

郎
委
員
会
に

、

l

名
の
「
候
補
者
」
を
推
薦

す
る
よ
う
、
そ
の
調
鐙
・

推
腐
を
諮
問
す
る
。

・
規
則
7

ー

c

-

推
薦
委
員
会
は
1

月
割
固

ま
で
に
i

名
の
「
候
補
者
」
を
決
定
し
、
地

区
ガ
パ
ナ
ー

に
答
申
す
る
。

規
則
8

【準
地
区
年
次
大
会
に
お
け
る
選
出

に
至
る
手
順
】

地
区
ガ
パ
ナ
ー
は
、

「推
関
委
員
会
」
の

答
申
を
尊
重
し
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
識
を
経

て
、

国
際
会
則
・
複
合
地
区
会
則
の
定
め
る

と
と
ろ
に
よ
り
、
「
候
補
者」
の
推
薦
を
準

地
区
年
次
大
会
に
提
案
す
る
。
(
規
則
抜
粋
)

以
上
の
規
則
に
則
り

、

1

月
時

日
休
千

葉
県
労
働
者
福
批
セ
ン
タ
ー
4

F

会
議
室

に
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
名
誉
顧
問
ロ

名
、

Z
C

幻
名
が
参
集
し
、

午
前
中
は
、
両

候
補
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
、
事
前
の3
つ

の
質
問
「
各
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

「
各
ク
ラ
ブ
と3
3
3

ー

c

地
区
の
指
導
力

育
成
に
つ
い
て
」
「
青少
年
健
全
育
成
に
つ

い
て
」
を
発
表
、
そ
し
て
立
候
補
者
に
よ
る

所
信
表
明
演
税
が
行
な
わ
れ
ま
し
た。

午
後
か
ら

、
次
期
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
l

推
薦
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
宣

言
を
前
地
区
ガ
パ
ナ
1

L

竹
下
徳
永
が
開
会

し
、
議
長
と
し
て
会
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
ガ
パ
ナ
1

L

金
井

一
夫
か
ら
挨
拶

で
、
3
3
3

ー

c

地
区
ガ
パ
ナ
l

候
補
者
推

薦
手
続
規
則
の
経
緯
と

説
明

、

今
後
の
取
り

組
み
な
ど
話
が
あ
り
ま
し
た
。

-

規
則

(投
票
結
果
)
を
尊
重
す
る
の

カ
!

10 

投
票
に
先
立
っ
て
名
誉
顧
問
L

吉
田
政
勝

か
ら
、
「
確
認
し
て
お
き
た
い。
規
則
?
と
8

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
。
前
年

度
は
推
穆
袈
員
会
を
2

聞
も
開
催
し
、
尚
且
つ

怪
文
書
も
出
る
な
ど
混
乱
し
た
。
こ
れ
ら
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
皆
さ
ん
は
今
日
の
結

果
を
尊
重
す
る
の
か
ど
う
な
の
か
」
と
発
言

が
な
さ
れ
、
議長
は
委
員
に
諮
り
、
賛
成
多
数
、

全
員
か
ら
の
拍
手
の
中
で
尊
重
す
る
と
と
を

確
認
し
、
無
記
名
投
票
へ
移
り
ま
し
た。

投
票
者
(
規
則
7
l

b

)
名
誉
顧
問
ロ
名

と

z
c
n
名
が
逐
次
投
票
を
行
い
、
全
員
で

見
守
る
中

、

立
候
補
者
立
会
い
の
も
と
に
開

票
が
行
わ
れ
、
一
票
毎
に
読
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
、
「L

波
木
奏
美
-

E
票
」、

「L

池
田
忠
宏
・
日
票
」
と
い
う
結
果
で

し

た
。

LlON'S 2012 WINTER 

L

竹
下
徳
永
議
長
か
ら
、
票
の
確
認
と
過

半
数
以
上
の
獲
得
に
よ
り
L

波
木
奏
美
を
候

補
者
と
し
て
答
申
す
る
と
と
を
宣
言
し
、
両

立
候
補
者
は
共
に
称
え
る
握
手
を
交
わ
し
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

• • .0 

. 一・ ・ . ・



立
会
い
演
説

3

つ
の
質
問
&
所
信
表
明

立
候
補
者

L

波
木
奏
英

-
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
つ
い
て

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
毎
回
重
ね
、
み
ん
な

が
一
緒
に
段
取
り
か
ら
や
っ
て
い
れ
ば

、

最

後
に
は
「
ゃ
あ
や
っ
た
ね
と」
達
成
感
を
み

ん
な
で
感
じ
る
こ
と
が
、
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
、
私
は
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
休
ん
で
い
る
人
達
に
も
、
ケ

ア
l

が
必
要
、
今
日
例
会
に
欠
席
し
た
人
に

は
、
乙
う
言
う
と
と
が
あ
っ
た
よ
と
必
ず
伝

え
る
人
を
作
っ
て
欲
し
い
。

そ
の
人
は
こ
う

言
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
次
は
い
ら
し
て
ね

と

言
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
上
手
な
ラ
イ
オ
ン
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
ク
ラ
ブ
が
活
性
す
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

-

指
導
者
育
成
に
つ
い
て

私
も
、
メ
ン
バ
ー

の
み
な
さ
ま
方
に
は
、

司
U
U
E
E
引

S
F'?hh
a
z
y
-
-

各
会
社
の
社
長
さ
ん
あ
し
は
経
験
の
方
、

経
験
の
多
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
み
ん
な
指
導
力
を
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
会
合
な
の
で
、
何
か
を
ま
と
め
て
行

く
に
は
、
多
少
の
訓
練
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。

と
れ
は
実
践
的
訓
練
が

一
番
良
い
の
で

す
が
、
そ
れ
も
中
々
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

一

つ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
み
ま
し
た
。

奉
仕
活
動
な
ど
の
考
え
や
ア
イ
デ
ア
は
分か

り
ゃ
す
く
述
べ
ら
れ
る
か
、
そ
し
て
そ
れ

を
、
文
書
に
書
け
る
か
、
こ
の
書
い
た
も
の

を
発
表
し
て
も
ら
い
た
い
。

発
表
し
た
段
階

で
、
今
か
ら
評
価
を
受
け
る
、
意
見
を
も
ら

う
、
知
恵
を
頂
く
、
そ
の
結
果
そ
の
発
表

が
、
良
い
結
果
で
あ
れ
ば

、

良
い
評
価
で
あ

れ
ば
ア
ワ
ー

ド
を
も
ら
う
、
そ
し
て
、
自
分

の
自
信
に
繋
が
っ
て
行
く。
万
一
評
価
が
得

ら
れ
な
く
て
も
、
様
々
に
意
見
を
も
ら
う
こ

と
で
、
ア
イ
デ
ア
や
考
え
を
よ
り
良
い
も
の

に
変
え
て
行
き
、
自

己
の
成
長
発
展
に
繋
が

る
、
と
れ
が
私
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す。
評

価
や
話
し
合
い
に
苦
手
意
識
が
あ
っ
て
は
ダ

メ
で
す
。
苦
手
意
識
を
待
た
な
い
訓
練
が
必

要
だ
と
、
乙
れ
が
ま
さ
し
く
指
導
力
の
能
力

、

か
付
い
た
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。

指
導
力
は
皆
さ
ん
の
評
価
や
話
し
合

い
を
受
け
入
れ
る
苫手
意
識
を
取
っ
て

、

そ

し
て
皆
さ
ん
と
発
表
し
合
い
、
考
え
を
ま
と

め
て
行
く
、
そ
と
に
成
長
、
指
導
力
が
つ
い

て
行
く
そ
う
言
う
訓
練
を
何
度
か
行
う
こ
と

が
大
切
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

-
青
少
年
育
成
に
つ
い
て

青
少
年
育
成
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
一
番
や
っ
て
行
く

べ
き
こ
と
、
一
番
大
切
な
と
と
、
ハ
ツ
キ
リ

言
っ
て
と
れ
し
か
な
い
、
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
思
春
期
の
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
乙
の
普
及
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
け
ど
、
中
々
結
果
、
か
で
ま
せ

ん
。

で
も
、
あ
き
ら
め
て
は
い
け
な
い
、
粘

り
強
く
や
る
。

こ
れ
が
、
青
少
年
青
成
の

一

つ
の
、
と
っ
か
か
り
に
な
る
と
信
じ
て
疑
い

ま
せ
ん
。

次
に
、
す
で
に
展
開
な
さ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
開
催

各
学
校
で
、
必
分
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
っ

て
い
る
成
果
は
ず
い
ぶ
ん上
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
も
や
っ
て
欲
し
い

と
電
話
が
来
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
l

ジ
で
も
見
ま
し
た
。
是
非
説
明
に
来
て

下
さ
い
な
ど
来
て
い
ま
す
。

県
下
全
学
校
が

受
講
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

次
に
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
と
と
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
乙
れ
は
皆
様
の
お
陰
で
指
導
力
育
成
が
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第二副地区ガパナー立候補者立合い演説会と推薦聾員会の開催述
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ど
ん
ど
ん
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

レ
オ
の
方
が
育
っ
て
、

未
来
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
に
な
っ
た
ら
、
本

当
に
良
い
で
は
な
い
で
す
か
、
も
う
す
で
に

な
っ
て
お
ら

れ
る
方
も
お
い
で
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

レ
オ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が育
ち

そ
し
て
、
更
に
増
え
て
い
く
こ
と
を
心
から

念
じ
て
お
り
ま
す
。

と
れ
は
青
少
年
育
成
の

柱
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

次
に
Y
C
E

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、Y
C
E

に
も
海
外
の
子

供
た
ち
を
受
け
入
れ
、
そ
し
て
日
本
の子
供

た
ち
も
あ
ち
ら
に
行
く
、

受
け
入
れ
た
方

は
、
サ
マ
!
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
も
、
一
つ
の
伝
統
文
化
を
味
合
わ
せ
る日

本
語
を
少
し
で
も
話
せ
る
よ
う
に
す
る
、
こ

う
い
う
決
ま
り
を
作
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ

ー

に
お
願
い
し
た
ら
ど
う
か
と
、
統

一的

な
も
の
を
い
ら
し
た
方
た
ち
に
依
頼
す
る
。

「私
は
こ
ん
な
と
と
を
経
験
し
た
よ
」
「私
は

経
験
し
な
か
っ
た
よ
」
と
の
話
で
、
空
港
で

送
り
出
す
と
き
悲
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
、
空
港
で
大
い
に
笑
っ
て
送
り
だ
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Y
C
E

も
頑
張
り
た
い

と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

-

所
信
表
明

改
め
ま
し
て
、
第
二
副
地
区
ガ
パ
ナ
l

に

立
候
補
い
た
し
ま
し
た
、
被
木
奏
美
で
ご
ざ

い
ま
す
。

乙
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
発
表
の

機
会
を
お
与
え
頂
き
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

私
は
、
ガ
パ
ナ
ー

に
な
っ
た
ら
と
い
う
こ

と
を
考
え
な
が
ら
色
々

思
い
ま
し
た
。
先
ず

青
少
年
育
成
に
力
を
入
れ
た
い
。

乙
れ
が
頭

に
あ
り
ま
す
。

私
は
そ
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
エ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
と
、
レ
オ

ク
ラ
ブ
に
付
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
初
に
思
春
期
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
で
す
が
、
お
除
さ

ま
で

リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ

l

ソ
ン
、
そ
れ
か
ら

、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
長
の
二
年
間
を

含
め
ま
し
て
、
三
年
間
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
船
補
地
区
に
こ
の
夏
休
み
に
三

校
合
同
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
と言
う

と
こ
ろ
ま
で
、
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。

モ
デ
ル

校
と
し
て
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
船
橋
地

区
か
ら
誕
生
す
る
の
を
本
当
に
喜
ば
し
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
私
は

石
の
上
に
も

三
年
と

申
し
ま
す
が
、
大
変
良

い
区
切
り
で
、
三
年
で
実
る
の
か
な
と

思
つ

て
お
り
ま
し
た
が
、
つ
い

最
近
、
千
葉
市
療

育
セ
ン
タ
ー
の
所
長
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
困
っ

た
話
を
聞
き
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
年
の
子

供
、
が
、
忘
れ
物
が多
い
、
落
ち
着
き
が
な

い
、
先
生
の
話
を
良
く
聞
か
な
い
。

乙
れ
ら

3

つ
の
理
由
で
、
療
青
セ
ン
タ
ー
で

受
診
し

検
査
を
し
て
も
ら

っ
て
こ
い
と
言
わ
れ
た
そ

う
で
す
。
母
親
と
子
供
は
、
や
っ
て
参
り
ま

し
た
。

検
査
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
健
康
的

に
何
で
も
な
い
。
医
学
的
に
も
な
ん
で
も
な

い
と
回
答
が
で
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
ど
う
忠
わ
れ
ま
す
か
。

私
た
ち

が
子
供
の
頃
、
中
学
生
の
頃
、
ク
ラ
ス
の
中

に
、
多
少
成
績
が
悪
く
て
も
、
ワ
ン
パ
ク
坊

主
、
ワ
ン
パ
ク
お
嬢
ち
ゃ
ん
が
い
た
は
ず
で

す
。
先
生
は
、
教
育
の
場
面
で
多
分
、
し
っ

か
り
こ
の

子
供
た
ち
を
導
い
て
く
れ
た
は
ず

で
す
。

で
は
今
ど
う
し
て
と
う

言
う
と
と
を

担
任
の
先
生
は
す
る
の
で
し
ょ
う

。
考
え
ま

し
た
。

先
生
方
は
雑
事
に
追
わ
れ
て
、
膨
大

に
や
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
と
が
あ
る

。

反
対
に
学
校
に
お
願
い
し
て
い
る
親
の
方
は

共
稼
ぎ
が
多
く
、

養
育
の
部
分
、
が
欠
け
て
き

て
い
る
。

そ
れ
を
学
校
に
転
嫁
し
て
い
る
。

先
生
は
、
そ
う
一
吉う
忙
し
い
中
で
、
自

分
に

都
合
の
悪
い
子
供
は
、
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

悲
し
い
と
と
で
す
が
、
本
当
で

す
。

嫌
い
に
な
っ
た
子
供
は
、
友
達
は
確
か

に
い
な
く
な
り
ま
す
。

先
生
が
嫌
い
な
子
供

と
ど
う
し
て
付
き

合
い
ま
す
か
、
悲
し
い

こ
と
で
す
が
現
実
で
す
。

そ
の
子
は
、
段
々

孤
立
し
て
し
ま
い
ま
す
。

私
は
、
医
師
が
そ

の
親
に
対
し
て
、
あ
な
た
の
嫌
っ
て
い
る
先

生
に
は
、
じ
っ
と
我
慢
し
な
さ

い
。
子
供
は

直
ぐ
に
は
治
り
ま
せ
ん
。

そ
の
子
が
成
長
す

る
ま
で
、
じ
っ
と
我
慢
す
る
の
で
す
。

そ
し

て
、
時
が
解
決
し
て
く
れ
ま
す
よ
。

と
回
答

し
た
そ
う
で
す
。

私
は
、
こ
れ
を
聞
い
た
と
き
ク
エ
ス
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
頑
張
っ
て
普
及
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。
本
当
に
思
い
ま
し
た
。

そ
し

て
、
今
日
立
候
補
い
た
し
ま
し
た
。

私
が
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
代
表
と
な
っ
て
、
自
信

を
持
っ
て
、
教
青
界
、
そ
し
て
地
域
の
方
、

学
校
の
先
生
方
に
、
私
た
ち
は
敵
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

あ
な
た
方
が
必
要
と
し
て
い
る
、

支
援
者
で
す
よ
、
サ
ポ
l

タ
l

で
す
よ
、
今

ま
で
学
校
教
育
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
社

会
か
ら
先
生
方
へ
の
ご
恩
返
し
で
す
よ
、
私

た
ち
を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
子
供

と
先
生
方
の
紳
が
、
も
っ
と
深
く
な
っ
て
、

先
生
方
を
慕
う

子
供
が
沢
山
出
て
く
る
。

私

は
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ク
エ
ス
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
も
っ
と

頑
張
り
た
い
。

と

気
持

ち
が
で
ま
し
た
。

次
に
、
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。

私
は
我
が
子
が
若

か
っ
た
ら
、
と

言

い
ま
す
か
、
も
っ
と
幼

か
っ
た
ら
、
レ
オ
ク
ラ
ブ
に
入
れ
た
か

っ
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た
。
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
み
な

さ
ん
か
ら
、
楽
し
い
中
で
、
切
磁
琢
磨
す
れ

ば
、
今
い
る
息
子
や
娘
は
、
も
っ
と
成
長
し

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方

は
、
本
当
に
指
導
力
が
あ
っ
て
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
マ
ン
と
し
て
、
兼
ね
備
わ
っ
て
お
い
で
で

し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
子
供
た
ち
に
、
対
す
る

暖
か
い
心
を
持
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
力
を
持
っ
て
、
や
っ
て
い
る
の
で
当
然
で

す
。

で
も
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
、
指
導
力
を
新
し
く
入
っ
て
き
た
レ
オ
委

員
に
も

、

是
非
分
け
与
え
て
頂
い
て
、
そ
の

力
を
も
っ
と
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
な
、
シ

ス
テ
ム
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す。

レ

オ
の
関
係
の
人
し
か
、
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
育
成

が
出
来
な
い
と
言
う
の
は
悲
し
い
と
思
い
ま

す
。

勿
論
、
エ
キ
ス
パ
ー

ト
を
要
求
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
仕
方
の
な
い
と
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
が
い
つ
で
も
、
レ
オ
委

員
に
な
る
よ
と
言
う
自
信
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
。
レ
オ
ク
ラ
ブ
に
、
経
費
、
が
掛
か
っ
て

も
良
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

の
運
営
に
対
し
て
、
お
金
が
少
な
く
と
も

余
分
な
所
は
削
っ
て
ク
エ
ス
ト
と
レ
オ
に

は
、
も
っ
と
多
く
上
げ
た
い
。
乙
れ
は
私
の

勝
手
な
想
像
と
夢
で
す
か
ら
、
お
聞
き
捨
て

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ

の
よ
う
な
、
私
た
ち
が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
何
を
し
て
い
る
の
、
一
般
の
人
に
聞
か

れ
た
と
き
、
私
は
、
青
少
年
の
育
成
問
題
に

関
わ
っ
て
、
旧
年
も
日
年
も
や
っ
て
き
て
い

る
の
よ
。

と

言
い
た
い
で
す
。

時
々
大
学
の

ク
ラ
ス
会
で
、
「
あ
な
た
は
ま
だ
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
る
の
」
と
言
わ
れ

ま
す
。

み
ん
な
主
婦
や
学
校
の
先
生
な
ど

で
、
不
思
議
に
想
う
と
思
い
ま
す
。
で
も
私

は
、
青
少
年
育
成
問
題
に
、
力
を
注
い
で
い

る
自
分
に
、
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ

し
て
、
微
力
で
中
々
、
結
果
が
で
ま
せ
ん

が
、
今
度
私
が
、
肩
書
き
を
持
っ
て
、
自

信
を
持
っ
て
、
大
勢
の
方
と
話
し
合
え
た

ら
、
ど
ん
な
に
か
良
い
結
果
に
な
る
か
な
と

大
き
な
夢
を
持
っ
て
こ
の
場
に
立
ち
ま
し

た
。

私
の
拙
い
話
は
、
皆
様
方
の
耳
障
り

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
夢
を
諮
っ
て

い
る
な
と
、
お
聞
き
捨
て
て
も
、
よ
ろ
し
い

か
と
思
い
ま
す
。
何
故
私
が
副
地
区
ガ
パ

ナ
ー
に
立
候
補
し
た
か
、
青
少
年
の
育
成
、

そ
し
て
、
皆
様
か
ら
頂
い
た
、
会
費
を
本
当

に
、
青
少
年
の
育
成
に
使
い
た
い
、
そ
う
言

う
気
持
ち
で
こ
こ
に
立
ち
ま
し
た
。
ど
静
聴

あ
り
が
と
う
ど
ざ
い
ま
し
た
。

立
会
い
演
説

3

つ
の
質
問
&
所
信
表
明

立
候
補
者

L

池
田
忠
宏

-

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
つ
い
て

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
は
異
業
種
そ
し
て

異
文
化
を
持
つ
、
ま
た
異
な
る
環
境
の
優
れ

た
人
材
、
か
同
じ
目
的
で
集
っ
て
お
い
で
に
な

る
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
組
織
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
ず
ク
ラ
ブ
と
致
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
人
材
の
趣
味
、
趣
向
、
好
き
な
ス
ポ
ー

ツ
特
技
な
ど
を
、
公
開
し
ま
し
て
、3
っ
か

5

つ
位
の
サ
ー
ク
ル
を
作
る
と
良
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
新
入
会
員
に

も
ど
と
か
の
サ
ー
ク
ル
に
お
入
り
頂
く
、
た

と
え
ば
閤
碁
・

将
棋
・
麻
雀
・
旅
行
・
カ
メ

ラ
・
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
と
色
々
ご
ざ
い
ま

す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー

ク
ル
が
月
一
度
の
会

合
を
持
ち
集
ま
っ
て
、
親
交
を
深
め
る
よ

う
な
場
を
作
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
う
ち

に
、
旅
行
サ
ー

ク
ル
が
企
画
を
し
、
そ
乙

ヘ
カ
メ
ラ
サ
ー
ク
ル
の
人
が
帯
同
し
て
ご

一
緒
す
る。
ゴ
ル
フ
サ
ー

ク
ル
遠
征
コ
ン
ペ

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
旅
行
サー
ク
ル
や
カ

メ
ラ
サ
ー

ク
ル
が
参
加
す
る
。
た
と
え
ば
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
l

ク
の
よ
う
に
輸
が
混
じ

り
合
っ
て

一
つ
の
ク
ラ
ブ
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

こ
れ
は
大
き
な
団
結
力
を
生
み
ま
す
。

ま
た
、
会
長
さ
ん
は
、
就
任
直
後
に
何
か

大
き
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
企
回
を
提
案
な

さ
っ
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
大
き

な
企
画
は
大
き
な
賛
否
が
ご
ざ
い
ま
す
。
例

会
で
は
出
席
者
は
極
力
発
言
の
機
会
を
持
つ

な
ど
が
、
楽
し
い
例
会
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

-
指
導
者
育
成
に
つ
い
て

各
ク
ラ
ブ
優
秀
な
人
材
が
お
い
で
で
す

が
、
受
講
す
る
会
員
の
ク
ラ
ブ
内
で
の
立
場

が
非
常
に
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

良
く
教
育
課
程
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
入
会

員
を
派
遣
さ
れ
る
と
と
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

や
は
り
受
講
者
が
ク
ラ
ブ
に
帰
っ
て
、
例
会

に
て
受
講
内
容
を
説
明
し
て
、
そ
の
内
容
を

指
示
し
、
実
行
さ
せ
る
立
場
で
有
る
か
ど
う

か
、
こ
れ
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

私
は
基
本
的
に
は
、
次
期
幹
事
予
定
者

が
始
め
か
ら
講
義
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
が

良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

。

次
期
幹
事
が
決
定
し
て
な
い
場
合
は
、
現
幹

事
が
代
行
し
、
伝
承
し
会
員
の
指
導
に
あ
た

る
手
法
が
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
少

な
く
と
も
数
年
後
に
は
、
ク
ラ
ブ
役
員
と
な
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第二副地区ガバナー立候補者立合い演脱会と推薦委員会の開催 通

る
人
材
は
、
必
ず
受
講
す
べ
き
だ
と
存
ず
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す。

-
青
少
年
育
成
に
つ
い
て

現
時
9
R

で
は
非
常
に
活
発
に
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
系
で
は
、
硬
式
・

軟
式
野
球
、
剣
道
、
小
学
校
、
中
学
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ピ
ン
ポ
ン
、
な

ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

教
益
的
に
は
、
英
会
話
発
表
会
、
科
学

作
品
展
、
教
掛け
貨
の
資
金
、
国
際
宇
和
ポ
ス

タ
ー
と
れ
も
旧
以
上
あ
り
ま
す
。

た
だ

一
つ

気
に
な
る
の
が
、
主
催
者
側
が
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
支
接
に
対
し
て
、
し
っ
か
り
理
解

を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
参
加
す
る
生
徒
方
、

乙
の
方
々
に
し
っ
か
り
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
、
何
の
た
め
に
支
援
を
し
て
い
る
の

か
、
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
私

は
疑
問
に
感
じ
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

人
材
豊
富
な
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

外
国
語
、
囲
碁
、
将
棋
、
生
け
花
、

お
茶
と
い
う
よ
う
な
、
教
室
が
開
催
す
れ
ば

仰
仰
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
時
代
に

親
は
、
子
供
の
教
育
に
対
し
て
の
山
政
は
惜

し
ま
な
い
と
言

う
よ
う
な
状
況
が
ご
ざ
い
ま

す
。

ア
ク

テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
ご
ざ
い
ま
し
で

も
、
全
て
そ
っ
く
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
負

担
と
青
う
発
怨
か
ら
、
親
が
納
得
す
る
実
政

を
瓜
い
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
、
一
つ

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
出
貨
を
押
さ
え
、
そ

の
分
を
新
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開
設
に

向
け
た
ら
・
民
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

-
所
信
表
明

私
の
立
場
と
し
ま
し
て
は
、
ハ
ッ
キ
リ
巾

し
上
げ
ま
す
と
、
該
当
年
度
の
国
際
会
長
の

理
念
、
目
的
を
し
っ
か
り
と
、
理
解
い
た
し

ま
し
て
粛
々
と
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
!
と
し

て
地
区
ガ
パ
ナ
ー
を
補
佐
い
た
し
ま
し
て
、

ご
支
援
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

現
在
佐
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
進
行
中

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
期
待
を
込
め
て
少
し

ご
説
明
を
申
し
仁
げ
ま
す
。

と
の
百
少
年
育

成
に
つ
き
ま
し
て
、
現
花
佐
原
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
、
腕
問
と
交
流
が
山
来
な
い
も
の

か
と
研
究
に
人
っ
て
お
り
ま
す
。

現
住
綿
問

と
の
ル
ー
ト
、
辺
が
聞
け
た
部
分
、
が
硬
式
野

球
の
リ
ト
ル
リ
!
グ
と
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の

こ
の
こ
つ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
、
渉
の
相手、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
、
ま
と
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し

て
、
抑
聞
と
の
話
し
合
い
が
出
来
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
つ

き
ま
し
て
は
、
日
本
が
韓
国
に
指
導
し
た
よ

う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
韓
国
は
、
海
外
と
交

流
の
試
合
で
非
常
に
実
力
を
付
け
ま
し
て
、

今
は
韓
国
の
方
、
か
、
遥
か
に
実
力
が
高
い
よ

う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
つ
き

ま
し
て
は
、
佐
原
で
は
珍
し
く
、
佐
原
高
等

学
校
に
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
の
部
が
あ
る
。

そ
れ

か
ら
衆
議
院
議
員
の
谷
旧
川
元
氏、

か
、
ハ
ン

ド
ボ
ー

ル
協
会
長
を
し
て
お
ら
れ
る
。

そ
れ

か
ら
仰
向
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
長
と
も
面

識
を
得
ま
し
て
こ
の
話
を
持
ち
出
し
、
先
方

も
乗
り
気
に
な
り
、
先
方
で
も
許
可
が
で
る

が
山
る
か
ど
う
か
研
究
し
て
み
る
。

佐
原
に

つ
き
ま
し
で
も
そ
の
研
究
に
入
り
ま
し
て
、

出
来
れ
ば
来
年
の
夏
休
み
の
初
め
で
も
実
現

で
き
れ
ば
良
い
な
と
い
う
よ
う
な
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
青
少
年
育
成
と
い
う

意
味
で
海
外
派
遣
も
考
え
て
お
り
ま
す。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
背
少
年
と
正
反

対
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
都
市
部
の
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
と
年
齢
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

地
方
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
ま
し
て
は
、

平
均
年
齢
が
印
歳
を
組
え
て
い
る
ク
ラ
ブ
が

幾
つ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

百
少
年
内
成
の
逆
に

あ
る
高
齢
布
対
策
文
販
が
下
前
な
の
か
な
と

い
う
よ
う
な
気
、
か
い
た
し
ま
す
。
今
佐
原
ク

ラ
ブ
で
、
考
え
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は

幾
つ
か
ご
ざ
い
ま
す
が
、
若
い
頃
点
京
に
行つ

て
就
職
し
て
ω
歳
、
文
は
、
的
成
に
な
り
そ

う
で
す
が
、
定
年
に
な
り
、
奥
さ
ん
と
二
人

で
、
佐
原
に
戻
っ
て
も
、
知
り
合
い
、
知
人

な
ど
誰
も
い
な
い
。

勿
論
、
地
元
の
高
齢
者

で
、
息
子
さ
ん
子
供
さ
ん
が
東
京
方
面
他
の

地
域
に
出
て
、
二
人
だ
け
で
寂
し
い
、
話
し

相
手
の
な
い
生
活
を
し
て
い
る
大
勢
の
万
が

い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
と
い
た
し
ま
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の

協
力
を
聞
き
ま
し
て
、
い
附
週
日
附
目
、
あ
る

い
は
、
ヒ
刷
川
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
郎
作
に
よ

り
ま
す
が
、
川
竹
食会
を
や
っ
て
あ
げ
る
と
同

ぶ
の
か
な
と
、
何
人
か
の
β
に
、
吋
ね
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
と
と
が
あ
っ
た
ら
是
非
や
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
あ
わ
よ
く

ば
ω
歳
く
ら
い
の
、
入
会
新
人
会
の
期
待
が

出
来
る
の
か
な
と
、
期
待
を
持
っ
て
交
渉
す

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
食
事
を
全
て
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
持
つ
の
で
は
な
く
て
、

最
高
金
額
を
2
0
0
0

円
以
内
と
し
て
、
場

所
の
設
定
、
駐
車
場
の
確
保
な
ど
謀
方
で
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
ど
協
力
を
し
て
昼
食
会

を
し
た
ら
商
向
い
の
で
は
な
い
か
と
研
究
し

て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す。

一
つ
は
行
少
年
の
海
外
派
辿
は
ど
う
な
の

か
と
、
も
う

一
つ
は
向
防
省
に
対
す
る
支
僚

も
必

』

虫
な
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
私

も
や
っ
て
み
た
い
な
と
、
mm
先
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
簡
単
で
す
が
以
上
で

ご
ざ
い
ま
す
。
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三宝L 第二割地区ガパナー立候補者立合い演説会と雄薦委員会の開催
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(千葉ゅうきのLC)
ホ 所脱クラブ 6H 2χ 千栄ゅうきのライオンズクラブ

人会円 I H9(内ミGJJ l()円

:1; はきむつみ

寸 1/. 1咲 ~lfi .r.'r， Lì皮オミ 奏美

ゅ 'I ': {I'}J I司 1944{fG) J 28 円 '1:

:� 勤務先 被木外科医院

事 総終予R害. FI ~f，( f.大学文学郎必;文科学業

| ライオンズ履歴
NO. ~I!r クラブ内役験 地区関係役織

1 1 986年 'f~鹿京灘ライオネスクラブ入会

2 1988~-1990lì! 副~~匹

3 1990lì!- 1991~ 刷脈事

1991~-1992~ 事宇司F

1992lì!-1993年 会長

6 1993年-1994~手 計画望号員長

1994年-1995~ 千纂ゅうきのLC紋立併事

1996年-1997~ テール・ツイスター

1997年-1998年 明H脱会長

10 1998年- 1999~~ 会長

11 1999年-2000年 自u会長・計自由~員長 地区内・情報隣接員長

12 2000年-2001lì! テール・ツイスター

13 2001年-2002年 CN5特別記念例会実行委員長 地区視聴力係自重・繍尿病

1<1 20024手-2003{jS ~事

15 2003年-2004~事第2副会長

16 2004年-2005年第1副会長

17 200S{jS-2006年間際綴穆・YE委員長 二年理事

18 2006年-2007年 PR・情報受員長 E州oJi1lJ~尾行愛
員長

19 2007年-2008年二年砲事

20 2008年-2009年 出席・会別委員長

21 2009年-2010年 保憾・安金書主員長

22 2010年-2011年 二年型車場

23 2011年-2012年会剖・

l 受賞記録
MJF (8悶)

1998年-1999年 国際協会会長献隙まま録アワード

教育副委員長

5R2Z:ゾーン・チェアパーyン

地区女性会員及びシ:7会
民俗強祭員長

地区女性会員及びシニ7会
員剣強委負:陵

5Rリジョン ・チ17ハ.ーソン

地区ライオン1・0工対委員長

地区ライオンヌ・0エ対策員長
20 1 1年1月 -2012lì! 12月
(2年間}

333-ß.C地区予イオン'Ã'~.!Ãト
舷大聖書策委員会
運営委I司長

2001年-2002年 100% LCIF MJF アワード受貧パーティに出席

2003年-200，1lì! 地区ガパナー献眼まま録アワード

2005{jS-200G年 個目撃悔会会長リーダーシ":17'貧

2006量~-2007~ 地区ガパナー会員lI'l強アワード

2009年-2010年 問際協会会長リーダーシyプ賞

各種研究 会 受講 l 
2010{匹 1ß Iト11日 ライオン7.'"エストワークシa":lプ終了

2010年11月刊-14日 ライオンスヲラブ国際協会上位リ~・ーシップ研究会終了(純闘機州)

2011年3月 い11日 ライオン1・0力団際協会指師脊成研究会総了(目本問千織〉

十殿 様 | 附B1lはり現在J頃 品開平お主主
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念 所属クラブ 日R 1 ;1，イ'，:腕{ライオンズクラブ
人会円 1 HGG.{I,a} J 

場z いけだただひろ

>$0 ï';:{!兵Mi.r.. れ Li也川忠法;

" '1:{rJJ FI IH35{J'(i}j 15円 '1:

手 官~)務先 株式会社 i也川 点、1':I>，'fil占

* 占占終'7:J夜 早稲川大学政経ヤì~11経済午科卒業

ライオンズ履歴 I 

NO，年度 クラブ内役職 地区関係役軍量

1966年3月 佐原ライオンズクラブ入会

2 1977年-1978年 ー年司臨

3 1990~- 1 991年 会長 地区長~次大会卸l袋員長

4 1991{jS- 1992年 LSクラブ EXT委員長

5 1997年-19984芋 }年理司匝

6 1998益事-1999lì! 二年型車摩

2000年-2001lì! 7R lZ '/ーン・チ117ン

2001年-2002{芋 ー年耳盟事

2002年-2003益事 二年理事

10 2003{1l-2004年 会員組事

11 2003年-2004~ 小見川LC EXT・袋員長

12 2005~-2006年 結成40周年式典実行望書員長

13 2008年-2009lì! LCIF・間際協側・世界大会参加l
委員袋

14 2010年-2011年 7R リシヨン・チ17ハ.ーソン

受賞記録 I 

MJP 1000ドル猷金 (4回}

1 991年-1992年 ガパナー特別賞

200 1年-2002年 ガパナー特別功労賞

2003年-2004年 リ甲ダーシップ賞

2004{jS-2005年 間際会長調書粉状

2008年-2009年 LCIF3平総会総長感謝状

2010年-20W事 悶際協会感謝状・ガパナー特別貧

| 職歴・公職等 I 
1958年-1963年 カゴメ株式会社在籍

1963l�! 9月 合資会社池閲g平衡店入社

1967年 3月 隊式会社池岡容平商店代表取締役社長敏任

2009年 3月 徐式会宇土地悶tI.lJ^衡店代岩見取締役会長就任現在に~る



八千代申央ライオンズクラブ チャーターナイト邑結成会連
判楠糊蜘晶、糊糊糊偶然橋、嫡嫡欄糊糊刷、判楠険制楠嶋糊州側、、糊~，~欄制球蜘糊ぬ除、、鞘輔、齢、、制泌総糊欄糊蜘欄閥抗、輔、や楠糊馳楠泌総鞘齢、棚、険制糊糊欄輔、鈴糊糊掛端、総蜘納嶋糊闘終処地明欄附糊柵泌総糊糊綿織険制嶋崎制、

八千代中央ライオンズクラブ認証状伝達式
2012年 1 月 29 日(目)

織 ライ*";/~~77~ 国際協会333叫5R2Z

怒号 九千代中央ライオンズクラブ認託状伝達式

マ『

八
千
代
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長

L

出
倉
幸
夫

チ
ャ
ー

タ
ー

ナ
イ
ト

(
認
証
状
伝
達
式
)

を
無
事
終
え
て
、
い
よ
い
よ
私
達
は
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
正
式
な

一
員
と
な
れ
た
こ

と
を
大
変
に

喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

3
3
3
1
C

地
区
ガ
バ
ナ
ー
で
あ
る
L

金
井

一
夫
を
初
め

、

親
ク
ラ
ブ
の
八
千
代
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
の
ご
支
援

、

ご
協

力
、
ご
指
導
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
深
く

感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
初
代
会
長
と
い
う
大
任
を
賜
り
、
と

れ
か
ら
が
私
共
の
真
価
が
問
わ
れ
る
事
に
な

る
わ
け
で
す
。

仏
教
の
言
葉
に

「身
の
宝
よ
り
心
の
宝

、

第
一
な
り
」
と

言
う

言
葉

、

か
あ
り
ま
す
。

人

は
宝
(
お
金
、
富
)
が
大
好
き
で
す
。

し

か
し
ど
ん
な
に
お
金
や
富
が
あ
っ
て
も
身
の

宝

健
康
で
な
け
れ
ば
富
も
思
う
よ
う
に
な

り
ま
せ
ん
。

そ
れ
よ
り
も
っ
と

大
切
な
も
の

は
心
の
宝
で
す
。

人
は
や
は
り
心
が
第

一
な

の
で
す
。

私
は
と
の
心
を
大
事
に
し
て

H

郡
鹿
な
心

と
奉
仕
の
精
神
H
を
ク
ラ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
て
、
一
年
間
ク
ラ
ブ
運
営
を
行
っ
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

心
の
こ
も
っ
た
ア
ク

テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
中
心
に

、

自

身
の
行
動
力
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

例
え
ば
障
害
者
施
設
、
老
人
ホ
1

ム
へ

の
慰
問

、

青
少
年
育
成
の
為
の
空
手
教
室

等
々
、
自

ら
の
行
動
力
に
よ
っ

て
活
動
し
て

い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ど
指
導
ご
支
媛
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ

イ
ト

の
ご
挨
拶
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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八千代申央ライオンズクラブ結成会
2011 年 1 1 月 13 日(目)

八干代中央LC結成例会ts‘1 

2
0
1
1

年
U
月
日
日

⑪
八
千
代
市
内
に
あ
る
明

治
ゴ
ル
フ
2
F
(
パ
ッ
ソ
)

に
於
い
て
八
千
代
中
央
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
会

が
行
わ
れ
ま
し
た。

地
区
ガ
パ
ナ
l
L

金
井

一
夫
、
地
区
名
誉
顧
問
・

元

地
区
ガ
パ
ナ
l

L

吉
田
政

勝
、
地
区
幹
事
L

大
西
智

子
、
地
区
会
計
L

桑
原
賢

治
、
5
R
2
Z
Z
C
L

横
山
博
美
、
地
区
総
務
委
員

長
L

井
上
和
彦
、
地
区
企

画
開
発
委
員
長
L

高
橋
克

文
、
地
区
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

開
発
委
員
長
L

皆
川
成
己
、

地
区
女
性
参
加
推
進
委
員

長
L

背
木
明
子
、
地
区
財
務

委
員
長
L

瀧
本
和
男
、
地
区

会
員
増
強E
X
T

委
員
長
L

実

籾
富
二
男
、
地
区
会
則
・

運

営
特
別
委
員
長
L

矢
崎
勝

彦
、
地
区
年
次
大
会
委
員
長

L

嶋
田
昌
弥
、
地
区
年
次
大

会
事
務
局
長
L

小
川
勇

一、

地
区
年
次
大
会
事
務
次
長

L

波
迫
敏
弘

並
び
に
、
ブ

ラ
ザ
ー

ク
ラ
ブ
の
習
志
野

L
C

・
習
志
野
中
央
L
C
­

八
千
代
東
L
C

の
皆
様
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
八
千
代

中
央
L
C

の
結
成
会
が
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
開
会
を
八
千
代

L
C
E
X
T

委
員
長
L

-
船
越
一
博
文
の
言
葉
で
は
じ

(

ま
り
チ
ャ
ー
タ

ー
申
請
書

記
載
事
項
の
確
認
及
び
報

告
を
地
区
会
員
増
強

E
X

T

委
員
長
L

実
籾
富

二
男

に
い
た
だ
き
ま
し
た

。

そ

し
て
地
区
ガ
パ
ナ
l
L

金

井
一
夫
に
、
ご
署
名
を
い

た
だ
き
、
こ
と
に
八
千
代

中
央
L
C

が
目
出
度
く
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
司
会
を
八
千
代

中
央
L
C

幹
事
L

山
口
博

成
に
代
わ
り
、
結
成
確
認
事

項
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し

て
初
代
会
長
L

出
倉
幸
夫

の
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
後
に
、

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
委
員

長
の
任
命
が
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
八
千
代
L
C

会
長

L

小
田
倉
雅
明
の
ゴ
ン
グ

で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
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GMTとGLTへの舵取り
L金井一夫

G
M
T

、

G
L
T

の
チ
ー

ム
態
勢
は
、
3
3
3

1

C

地

区
で
は

2
0
1
1

年
1

月

か
ら
の
準
備
期
闘
を
経
て
、

2
0

1
1

年
7

月
よ
り

完
全

ス
タ
ー
ト

を
し
ま
し
た

。

G

M
T

が
会
員
増
強
・
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
と
会
員
維
持
〈
ク

ラ
ブ
の
強
化
)
を
担
い

、

G

L
T

が
指
導
力

育
成
を
専
門

的
に
扱
い
、
M
チ
ー
ム
と
L

チ
l

ム
が
独
立
し
、
か
つ
相

互
に
作
用
し
合
う
と
と
に
よ

り

「
ラ
イ
オ
ン
ズ
組
織
の
原

点
た
る
単
位
ク
ラ
ブ
の
再
生
・

あ
る
い
は
活
性
化
」
を
図
る

こ
と
を
、
今
年
度
の
嚢
点
施

策
と
し
て
き
ま
し
た
。

今
期
は
G
L
T

チ
1

ム
の

地区ガパナー

企
画
で
、
3
3
3

ー

c

地
区
の

1
3
8

ク
ラ
ブ
を
3

か
所
に
分
け

て
、
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ
ン
主

導
の
も
と
ク
ラ
ブ
会
長
同
志
の
意

見
交
換
会
を
実
施

。

同
様
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
ク
ラ
ブ
の
解
決
方

法
を
知
る
と
と
は
、
貴
重
な
経
験

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
若
手
フ
ォ
ー

ラ
ム
も

予
定
を
し
て
お
り
、
人
材
発
掘
と

育
成
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

-

G
M
T
と
G
L
T

-と
は

も
う

皆
様
は
目
的
な
ど
理
解
で
き
て
来
た

か
と
思
い
ま
す
が
、
今
一
度
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ
指
導
力
は
こ
れ
ま
で
、

M
E
R
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
つ
で
し
た
。

3

年
前
に
発
足
し
た
、
グ
ロ
ー

バ
ル
会
員
増

強
チ
l

ム

(
G
M
T
)と
、
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
指
導
力
育
成
チ
ー

ム

(
G
L
T
)に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
二
つ

の
関
係
は
、
量
と

質
を
共
に
高
め
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

乙
の
関
係
は
質
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
最
が
増
え
る
と
い
う
定
義
で
す
。

-
将
来
ヘ
向
け
て
、
感
謝
!

今
年
度
取
り
組
ん
だ
研
修
会
は
、
共
に
識

論
を
重
ね
、
リ
ー

ダ
ー

と
し
て
の
や
る
べ
き

と
と
を
仲
間
と
探
り
合
い
、
資
質
の
向
上
に

役
立
て
頂
き
た
い。
そ
の
思
い
を
G
L
T

に

託
し
ま
し
た
。

そ
し
て
Z
C

・

会
長
・

若
手

会
員
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
あ
て
、
研
修
会
を
開

始
し
ま
し
た
。
共
に
勉
強
を
重
ね
た
仲
間
同

士
の
交
流
、
が
深
ま
る
こ
と
も
、
視
野
に
入
れ

る
こ
と
で
、
将
来
に
向
け
た
人
材
育
成
に
繋

が
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
に
G
A
T
(
グ
ロ
ス
・
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

・

チ
l

ム
)
と
し
て
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
指
導
チ
l

ム
を
編
成
し
ま
し

た
。

こ
れ
に
よ
り
東
日
本
大
震
災
支
援
に
L

E
O

の
活
躍
な
ど
あ
り
、
3
3
3

ー

c

地
区

は
際
だ
っ
て
有
意
義
な
活
動
と
な
り
ま
し

た
。
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乙
こ
に
、
チ
l

ム
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
、
G

M
T
平
松
修
質

(
1月
よ
り
L

実
籾
富
二
男

に
交
代
)
、
G
L
T

仙
田
秀

一、

G
A
T

平

山
佐
吉
、
各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
感
謝
を

・
申
し
上
げ
ま
す。



一明抑制問"""間開開館抑制脚
通 GLT活動報告 GLTla動いた f魅力あるライオンズj 聾と縛

第 l 回 次期ゾーンチェアパーソン予定者研修会

日時 2011 年 4)130 11 (土) 場所センターホテル成田

「
魅
力
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
」要
と
紳

G
L
T

地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
l

L

仙
田
秀
一

は
じ
め
に

G
L
T

の
幕
開
け
は
、
第
一
声
、
当
時
次
期
地
区
ガ
パ
ナ1

候
補
L

金
井
一
夫
か
ら
お
戸
、
3
3
3

ー

c

地
区
の
活
性
化

に
、
黒
子
と
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
と

一
一
一

日
う
も
の
で
し
た
。

今
期
地
区
ガ
パ
ナ
l
L

金
井
-
犬
は
、
改
革
の

一
歩
と
し

て
、
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ
ン
を
空
席
と
し
ま
し
た
。

ガ

パ
ナ
ー
か
ら

の
的
報
が
、
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ
ン
を
盟
と

し
シ
ン
プ
ル
に
滞
ら
ず
科
ク
ラ
ブ
に
伝
え
ら
れ
、
よ
り
紳
が

深
ま
る
よ
う
に
と
の
理
由
か
ら
で
し
た。
G
L
T

チ
i

ム
は
、

ゾ
l

ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ
ン
を
3
3
3
1
C

地
区
の
索
附
ら
し

き
要
に
と
位
置
付
け
、
仲
間
を
知
り
、
己
を
知
る
と
と
が
重

要
で
あ
る
と
し
、
地
区
内
ゾl
ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ
ン
お
名
を

一
向
に
参
集
し
「
魅
力
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
を
テ
ー

マ
に
研
修
会
を
行
う
乙
と
に
し
ま
し
た
。

第
一
回
次
期
ゾ
l

ン
チ
ェ
ア
パ
!
ソ
ン
予
定
者
研
修

会
開
催

当
時
、
地
区
ガ
パ
ナ
l

・

エ
レ
ク
ト

L

金
井

一
夫
の
肝
い

り
の
研
修
会
は
、
次
期
ゾ1
ン
チ
ェ
ア
パ
1

ソ
ン
予
定
高
を

対
象
に
、
「魅
力
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」

に
対
し
て
心

削
り
、
胸
撚
を
聞
い
て
話
し
合
い
の
で
き
る
側
般
を
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
内
容
を
検
討
。

事
前
課
題
次
則
ゾ
i

ン
チ
ェ

ア
パ
l

ソ
ン
予
定
省
の
方
々
に
、
同
じ
認
識
で
参
加
し
て
も

ら
う
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

①
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
対
し
て
の
考
え
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G LTは動いた『儲力あるライオンズ』聾と縛 通GLT活動報告

tril l訂I 333-C地区内クラブ会長研修会

LI時 2011年 8月 26 日(金) 場所八千代市ユアエルム内エルムサロン

第 2fñl 333-C地区内クラブ会長研修会

日H年 20 11年 9月 9 日(金) 場所かずさアカデミアパーク

②
ゾ
ー
ン
の
出
来
事

③
ゾ
l

ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ
ン
の
仕
事

総
勢
羽
名
全
員
か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。
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一
泊
二
日

、

6

時
限
研
修
で
、
参
加
者
は
ま
ず
4

テ
ー

ブ

ル
に
分
か
れ
、
ー
テ
ー

ブ
ル
に
、
ゾ
l

ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ
ン

6
1
7

名
、
発
表
者
、
書
記
、
進
行
係
科
l

名
を
く
じ
引
き

で
選
び
、
G
L
T

チ
l

ム
フ
ア
シ
リ
テ
l

タ
l
l

名
が
付
き

ま
し
た
。

手
法
は
、
、
ブ
レ
イ
ン
ス
トl
ミ
ン
グ
法

(
B
S法
)。
時

限
の
終
わ
り
に
話
し
合
い
の
内
容
を
書
記
が
ま
と
め
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
利
用
し
全
員
の
前
で
発
表
者
が
説
明
し
ま

す
。

ガ
イ
ダ
ン
ス

一
時
限
H

の
テ
l

マ

二
時
限
凶
の
テ
ー
マ

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ
ン
と
は
。

ゾ
!
ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ

ン
の

現
状
。

ゾ
l

ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ
ン
の

職
賞
。

四
時
限
目
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
各
自
3

分
間
ス
ピ
ー
チ

全
日
。

翌
日
、
A
K民
感
恕
発
表
。

ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ
ン
の
方
々
は
、

一
泊
二
刊
の
研
修

と
あ
っ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
妓
き
で
望
み
、
充
実
し
た
研
修
で
、

仲
間
意
識
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
対
し
て
の
心
が
整
い
、
・
胞
は
輝

き
ま
し
た
。

三
時
限
目
の
テ
l

マ

フ
ァ
シ
リ
テ
l

タ
l

の
舵
を
取
る
力
が
、
大
切
だ
と
実
感

』
レ$
4ア
し
れ
わ
~

。



吉弘 G LT活動報告 GLTは動いた『魅力あるライオンズ』要と縛
岬脚W.ð側側糊側側抑制抑制倣醐W///#/A勿Wぷ1V//////////A側悌側脚W//A倣即岬'7/1/////40勿ωØW#H//////AωV/#A側WM側勿糊wa微妙微妙d附側微1/#////.1醐W/A1汐崩御醐糊柳欄醐WIW///#//4Ø'Ñ師側抑制御脚桝m'/#A欄ØYA'////A:糊脚"微妙岬柳欄酬糊脚幼W//Q/

第 3 巨I 333-C地区内クラブ会長研修会
日時 20l J 年 9 月 23 日(金) 場所成旧ピ、ューホテル

地
区
内
ク
ラ
ブ
会
長
研
修
会
開
催

目
的・

長
期
展
望
に
基
づ
く

3
3
3
1
C

地
区
の
活
性
化
の
た

め
の
指
導
力
背
戚
。

ク
ラ
ブ
会
長
が
四
半
期
を
経
過
し
、

喜
び
と
矛
盾
を
感
じ
る
こ
の
時
期
に
集
結
し
、
胸
襟
を

聞
い
て
話
し
合
う
と
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
ラ
イ
オ
ン

ズ
創
り
と
未
来
を
託
す
メ
ン
バー
発
搬
を
目
指
す
事
。

・
地
区
内
ク
ラ
ブ
会
長
全
員

(
代
理
可
)
参
加
で
胸
襟
老

聞
い
て
の
話
し
合
い
。

・
地
区
の
ク
ラ
ブ
会
長
1
3
8

名
の
方
々
を
3

つ
に
分
け

て
会
場
も
三
カ
所

。

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
は
次
期
ゾl
ン
チ
ェ
ア
パ
1

ソ
ン
研

修
会
方
式
。

・

フ
ァ
シ
リ
テ
1

タ
!

、
ゾ
ー

ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ
ン
(
進

行
係
)
書
記
、
発
表
者
選
出
。

・

テ
l

マ
一

ク
ラ
ブ
運
営

・

テ
l

マ
ニ

ク
ラ
ブ
の
問
題
点
(
会
員
増
強等
)

・
テ
l

マ
三

ク
ラ
ブ
の
将
来
展
望

会
長
臓
が
初
め
て
の
方
は
、
特
に
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

3
3
3
l
C

地
区
は
、
語
り
合
い
、
理
解
し
合
い
、
視
野

を
広
げ
、
煩
張
ろ
う
で
す
。
要
と
紳
が
完
成
し
ま
し
た。

G
L
T

チ
l

ム
は
G
M
T
チ
l

ム
と
手
を
組
ん
で
、
C

地

区
の
活
性
化
&
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
と
思
い
ま

す
。
G
L
T

チ
l

ム
の
事
業
に
は
、
地
区
ガ
パ
ナ
1

L

金
井

一
夫
を
始
め
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
頂
き
心
よ
り
感

謝
い
た
し
ま
す
。

ブレインストーミング、クラブ会議導入のすすめ
クラブ内の問題や活性化に役立て、より友情を育む

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
良
く
使
用

す
る
会
議
シ
ス
テ
ム

。
今
回
は
、
と
の
シ

ス
テ
ム
に
基
づ
き
研
修
会
を
重
ね
て
い
ま

し
た
。

と
の
手
法
を
会
長
さ
ん
は
、
経
験

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ク
ラ
ブ
で
活

用
し
、
ク
ラ
ブ
の
向
上
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ω
名
以
下
で
形
成
、
役
割
を

決
め
る
。
フ
ア
シ
リ
テ
i

タ

i
(
司
会
進

行
役
)
、
書
記
、
発
表
者
を
各
テー
ブ
ル
に

配
置
す
る
。

4

つ
の
原
則

一
つ
「批
判
は
す
る
な
」

二
つ
「自
由
奔
放
な
発
言
」

三
つ
「
質よ
り
量
、
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア
」

四
つ

「
連
想
と
結
合

、

新
し
い
意
見
を

出
す
」

手
法問

題
定
義
、
質
問
を
出
す。

参
加
者
は
、
各
テ
ー

ブ
ル
を
閉
み
山
名

以
下
で
、
討
議。

進
行
、
フ
ア
シ
リ
テ
l

タ

1
(
司
会
進

行
役
)
は
、
議
論
の
呼
び
水
と
な
る
よ
う

な
質
問
を
投
げ
か
け
る
こ
と
で
参
加
者
の

創
造
性
を
刺
激
す
る
。
脱
線
に
気
を
配
る
。

書
記
が
ま
と
め
た
も
の
を
、
発
表
者
、
か

約
3

分
間
程
度
で
発
表
す
る。
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333-C地区ガパナー公式訪問 吉弘
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2R ガバナー公式訪問
lZ ZC L湯浅 |雀・ 2Z ZC L局充

日 IJ寺: 2011 年 9 月 23 日(金)

会場:ナプシャルズ日本閣南柏

各地に甚大な被害を与えた、猛烈な台風 15号が過ぎ

去った 9 月 23 日に地区ガパナー L金井一夫、第一副地

区ガパナー L 長禅千鶴子、キャビネット幹事 L大西智

子、キャビネッ ト会計L桑原賢治、地区企画開発委員長

L 司高橋克文の方々を、 2R.ll クラブ・ 190名のメン

バーがお迎えし、 合同例会が開催されました。

合同例会に先立ち、ガパナーとクラブ三役との意見交

換の場である「打合せ会議J が開かれました。 ガパナー

より各クラブ独自の特色あるアクティピティについて

の質問や現在かかえている問題等について、幅広く忌慨

のない意見交換がなされました。大変に貴重な、そして

有意義な「打合せ会議j でした。

合同例会で、のガパナーの人物紹介で、は、 元地区ガバ

ナー L皆川春安より、いつもながらのウイッ ト に富んだ

ユニークなどI者介をいただきました。

ガパナーの地区運営方針説明では PC とプロジェク

ターを使用し、 言葉だけではなくビジュアルな表現で、

ガパナ一方針や重点施作等を解りやすく説明していた

だきました。

正にガパナーが楳椋zされる f魅力あるライオンズへの

改革を目指して」の言葉を再認識させられる演出でした。

各クラブの現況報告は、事前に重要項目を一覧表に纏

め、出席者全員に配布し、各会長には要点を簡潔に発表

していただきました。

1 R ガバナ一公式訪問

lZ zc L松丸隆・ 2Z ZC L谷島 重失

10月 1 日 (土)に、浦安の東京ベイ舞浜ホテルクラブ

リゾー ト (旧東京ベイホテル東急)にて 1 R のガパナ一

公式訪問が開催されました。天候に恵まれ|燐のデ、ィズ

ニーランドに来た人はさぞ楽しいだろうなと思いつつ、

我々は少しの緊張を持って会は始まりました。 1 Rの公

式訪問で 7 回目の訪問でありちょうど真ん中くらいと

なります。当日は地区ガ、バナー L金井一夫、 元地区ガパ

ナー L笹本|僚、 元地区ガバナー L内田千尋、キャビネッ

ト幹事L大西智子、キャビネッ ト会計L桑原賢治、また

キャビネッ ト役員のL皆川成己、 L吉原稔貨をお迎えし

ての合同例会です。

合同例会の前に地区ガバナ一、キャビネット構成員、

各クラブ三役の打ち合わせ会議があり、各クラブの報

告、方針等が報告され、ガパナーからは現在の問題点や

対策等についてお話があり気が引き締まりました。

合同例会は開会ゴングのあと式次第に沿って進み、

各クラブの報告は各ゾーンチェアパーソンが代表して

報告をいたしました。金井地区ガバナーのお話はプロ

ジ、ェクターを使用し非常に見やすく、また分かりやすい

説明で、各会員が十分納得がいったようです。との後地区

キャビネッ ト、会計の報告がありガバナーとの記念品の

交換を行い、閉会のゴングとなりました。

懇親会は元地区ガバナー L 内田千尋の紹介によりア

イバンク協会理事長 L花岡和明の献眼についての説明

を受けた後、地区名誉顧問 L笹本瞭の“ウィサーブ"の

発声で始まり、和気あいあいと会は進み各クラブベテラ

ンのテールツイスターによるカードゲームで蹟り上が

り、 4・また会う日まで"斉唱でお開きとなりました。
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通 333-C地区ガパナー公式訪問
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4R ガバナー公式訪問
1Z ZC L小石税・ 2Z ZC L福島民知世

9 月 11 日、地区ガパナー L金井一夫、キャビネッ ト

幹事 L大西智子、キャビネット会計 L桑原賢治、キャビ

ネット副会計 L瀧本和男そして元地区ガバナー L斎藤

貞雌、 元地区ガパナー L林静誠、 元地区ガパナー L木下

務、元地区ガパナー L小西宗仁の皆さまをお迎えして 4

RIZ.2Zガバナ一公式訪問合同例会が盛大に開催さ

れました。

地区ガパナーとクラブ三役との打ち合わせ会議では、

各クラブ会長がそれぞれのクラブの PRや問題点を述

べその後でガパナーが総括するという形で行われまし

たが、限られた時間ゆえに十分に質疑応答がなされな

かったζ とは非常に残念なことで、した。

合同例会では各クラブの現況報告がなされましたが

僅か 2か月間で会員増強、奉仕活動など活発なクラブ‘運

営がなされていることを実感致しました。

金井ガバナーは、スライドを写しながらガバナーの重

点ず匝菜、特に地区組織の変革について丁寧に解りやすく

説明されました。今まで、と違った耳慣れない言葉などと

とで十分に理解できたことと思います。大西幹事の報

告、桑原会計の報告、そして記念品の贈呈と続き例会は

終了しました。

その後に続く懇親会は、アイバンク協会理事長花岡和

明様より献眼についてど説明の後、斎藤元地区ガパナー

の乾杯で始まりました。 金井ガ、パナーは会場をまわって

クラブ会員と積極的に対話を楽しんでおられました。皆

もガバナーを身近に感じられたことと患います。

9 クラブ 1 レオクラブ、 140名の参加者は大きな一つ

の輸になって 「また会う日まで」を熱唱しました。
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3R ガバナー公式訪問
1Z ZC LI功川響子 ・ 2Z ZC L吉野みどり

まだ残暑厳しい中、地区ガパナー L金井一夫をお迎え

して「地区ガパナ一公式訪問 3 リ ジョン合同例会」が開

催されました。

当日は、地区ガパナー L金井一夫、地区幹事L大西智

子、地区会計L桑原賢治、地区別幹事 L皆川成己、そし

て 3Rより元国|際理事 L後藤隆一、第一副地区ガバナー

L長津千鶴子、地区名誉顧問 L 高田浩、 3 リジョ ン地

区役員 9 i， と、アイバンク協会理事長に御就任された L

花岡和明、高IJ理事長 L 内問千尋のご参加を]頁き、総勢

222名での開催となりました。

3 時からの事前会議では、地区役員報告、 12 クラブ、 .

l 支部 ・ 1 レオクラブからの現況と見通しの報告が40

分間。そして地区ガ、パナーより事前質問事項へのご回答

も]頁きました。 時間制限の中、総勢58名による会議で

クラブ会長の一年間の熱い思いが充分お話し頂けたの

か、 難しさも感じました。

合同例会では、地区ガバナー L金井一夫の方針等がス

ク リーンにより紹介され、映像での新しい取り組みを、

いち早く試みられる姿勢に 1 T化時代の流れを感じた

会員も多かったのではないでしょうか。

毎年、公式訪問の懇親会歓迎には|随分と力が入りま

す。今年は、「招福踊り」 で会場を踊り歩き、大黒様に

扮した地区ガバナーには福を振りまいて]頁きました。 ま

るで大黒様ご、本人の様な地区ガパナーに拍手喝采の嵐

で、した。 どうぞ一年間地域の大黒様と して、福をまいて

頂きます様に~。 メインは、各クラブからの提供品の「東

日本震災義援金オークションJ で、テール・テーマ委員

会総出で盛り上げて]貰き、多大な浄財となりました。



333-C地区ガパナー公式訪問逸
、齢制暗号、明総惜検制欄糊融側栂制糊蜘制糊総制端、時総糊開制鞘開制、制楠蜘令令部、納金制嶋崎制踊鞘怜対棒、樹齢、欄噌蜘令。哨欄酬明総納、対制鞘嫡鞘融制や鞘舶、、判制欄欄終惜噛母、、総蜘号制制約時総制約終検検制捻執W蜘融制時弛時総制総側、効蜘時間掛軸齢、

6R ガバナー公式訪問

122C L松本俊幸・ 222C L新芽|二貞男

\νI 
20日 :年 9 月 10 日(土)、千葉市の京成ホテルミラマ

レーに於いて、地区ガパナ一公式訪問 6R合同例会が、

地区ガパナー L金井一夫を始め、地区幹事L大西智子、

地区幹事 L桑原賢治、副幹事 L青木明子、元地区ガパ

ナー L岡野正義、 元地区ガバナー L箱鵡次郎をお招き

し、出席者総勢 170名で行われました。

合同例会の内容としては、例年と違った形式で、行いま

した。 クラブ三役との懇談会の削除、従来から一般会員

との合同例会との重複が指摘されていましたので、内局

と相談し削除しその代わりとして、地区ガパナーの説明

時閣を長くしました。

また、新入会員の入会式を、 6 R7 月 1 日以降 7名の

新入会員がありましたので、地区ガバナーから激励の言

葉と共に一人一人バッジを付けて頂きました。 どちらも

好評でした。

地区ガパナー L金井一夫から、映像を活用して約45

分間、国際大会の様子、国際会長の方針、地区ガパナー

の方針を分かり易くど説明をして頂きました。 地区幹事

L大西智子から、国際会費の値上げ、福岡市での国際大

会開催計画、地区ガバナー提出提案の承認及び事務局の

移転について説明がありました。 地区会計 L桑原賢治か

ら、会計報告がありました。

そして、懇親会に移り、財・団法人千葉県アイバンク協

会副理事長 L岡野正義より、新理事長の紹介があり、新

理事長 L花岡和明より挨拶がありました。懇親会では、

|時間最後まで交流を深め合い有意義な時聞を過ごし閉

会しました。

5R ガバナ一公式訪問
122C L菊地 里志 ・ 222C L横山博美

単組 一羽
之
二

要
注

[陥~I
醐ヨIヲド |i件líI'.，.み白血 .

2011 年 11 月 5 日(土)船橋グランドホテルに於い

て、 5R地区ガパナ一公式訪問合同例会が地区ガバナー

L金井一夫をはじめ地区名誉顧問・元地区ガパナー L吉

田政l降、地区幹事L大西智子、地区会計L桑原賢治、地

区総務委員長L井上和彦、地区運営委員長 L小林実、 地

区広報プロモーション委員長 L比良問裕二、地区アク

ティピティ開発委員長 L皆川成己、地区財務委員長 L瀧

本和男、地区会則・運営特別委員長L矢11時勝彦、地区献

血 ・ 献眼・臓器移植推進委員長L石原孝志、地区青少年

育成 ・レオ副委員長L石橋伸彦、地区YCE委員L:長田

弘一、地区クエス ト委員 L小田倉雄明、地区年次大会委

員長 LI嶋田昌弥、地区年次大会事務局長 L小) 11勇一、 他

地区内の役員を含め総勢 133名のご出席を賜り盛大に

行われました。

合同例会の全段に行われた地区ガノtナー ・ クラブ三役

打合せ会議では、リジ、ヨン内のクラブ現況報告が各会長

より詳細になされました。

合同例会では各クラブの現況報告が予定より伸びて

しまいましたが、 L金井ガパナーが臨機応変に対応し

て、本年度の国際協会及び国内そして地区内の活動につ

いてプロジ、ェクターを使つての報告を戴きました。

懇親会は元地区ガパナー L吉田政勝のウィサーブの

発声で始まりました。 L金井ガバナーも最後の公式訪問

であり、地元ということもあり、終始リラックスした様

子でした。また、習志野ライオンズクラブ L新津真美

(舞さくら) &白井ライオンズクラブL高城靖雄のお二

人のプロの歌手によるアトラクションで大いに盛り上

がりました。
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通 333-C地区ガパナー公式訪問
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8R ガバナー公式訪問
lZ ZC L星弘光 ・ 2Z ZC L林泰弘
3Z ZC L秋葉則子

20日年 10月 30 日(日) ヒルトン成田にて

8Rの 3つのゾーンでは ZCの任命を受けた 3 名が、

公式訪問の日程が限定してから数回の打ち合せをいた

しました。

会場は L星弘光が事情をま日っているヒルトン戚回で

と決定し、富里LCの例会場であると とから合同例会に

は方国旗はじめ例会に必要なもの全てを借りると とが

できました。

合同例会、 懇親会に先だって開催された 3役会議の準

備もあり、出席者名簿っくりから例会の部、懇親会の音I~

の式次第も全て手作りで行いました。

準備万端と当日会場に、行ってみたらそこで色々不手

際も見つかつて ドタパタと しているうちに会が始まり

ました。

8Rでは 420名の会員がおります。当日 200余名の

参加者で開催出来ましたととは我々 3 名の ZC にとっ

て大変婚しい限りでした。

ガバナー始めキャビネッ ト構成員をクラブ会員全員

が拍手で迎え 1 Z の ZCL星弘光の開会宣言及び開会

のゴングで 17 のクラブの合同例会が開催されました。

成田エアポート LC の L大竹つよ し司会進行のもと
に通常の例会に則って順調に進みました。

懇親会の部ではドリンク飲み放題とあって各クラブ

とも大変和やかに過ごしました。
ライオンズ・ローアでは全員大きな声で音頭をとった

元地区ガバナー L :探聞雅二 と共に両腕を高く上げ叫び

ま した。

最後には会場の ZC と しての仕事であろう と認識し

ていま したので閉会のゴングを聞いてホッとしたのが

実感です。

各クラブの協力を頂いて公式訪問ができましたこと、

関係者各位に心より御礼申し上げます。
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7R ガバナー公式訪問

lZ ZC L大森 正昭 ・ 2Z ZC L伊藤作平

日時 : 2011 年9 月 3 日(土)

場所:市原市市民会館

333-C地区の ト ップを切って 7 R IZ'2Z ガパ

ナ一公式訪問合同例会が、地区ガ、パナー L :金井一夫、 第

一副地区ガパナーし長津千鶴子、地区幹事 L大西智子、

地区会計L桑原賢治、 地区副幹事 L高橋克文、元地区ガ

パナー L 岡野正義をお迎えし、 8 クラブ 108名が参加

して開催されました。

合同例会に先たち、 ガバナーとクラブ三役の懇談会が

行われ、ウインクン ・ タム国際会長公式訪問の際の懇談

会の様子や女性会員の問題、 会員憎強の問題等、忌憾の

ない話し合いが行われました。

合同例会では、プロジ、ェクターを活用してのガパナ一

方針が示され、クラブ会員一同が地区ガパナー Lの施策

実現への意識を高めました。文、当 7 Rのクラブ会員で

ある佐久間|径義市原市市長も挨拶の中で、市原市におけ

るライオンズクラブの活動を高く評価されました。

合同例会終了後、 千葉県アイバンク協会花岡利明理事

長が出席されガバナー歓迎昼食会に入りま した。

女性や子供を交えてのアトラクション(山火太鼓)の

演奏の中、金持:ガパナーを囲み、キャビ、ネット役員の皆

様と共に楽しいひと時を持ち、盛会のうちに終了しまし

た。

ガバナ一公式訪問合同例会開催にあたり 、 lZ ZC 

L大森正昭をはじめ前地区ガバナー L竹下徳永、ホス ト

クラブの市原 L C の皆様、参加メンバーの多くの方々の

ご協力を頂き心から感謝申し上げます。ありがとうござ

いま した。
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10R ガバナー公式訪問
lZ ZC L若林 一 ・ 2Z ZC L粕谷達郎

2昌弘l
9月 4 日(日)に、富津市のホテル静養園において

10 Rへのガパナ一公式訪問は開催された。

当日はまず午前中より、地区ガバナーによる記念植樹

を富津市立富津中学校にて行った。同校の校門脇に富津

市の木である桜を 2本、リジョン内の各会長と共に植樹

して]頁き、その後に同校の武道館を見学して頂いた。同

校は今夏の全国中学校柔道大会にも出場する強豪校で

あり、校長先生のご案内で地元クラブである富津 LCが

寄贈した柔道畳の敷き詰められた武道場を見学して頂

き、地区ガパナー L金井一夫におかれてはlO Rの青少

年健全育成に対する思いの深さを感じられた様である。

会場f~こ戻って正午より、昼食を兼ねた地区ガパナーと

の懇談会・打ーち合わせ会議を地区ガパナー始め、 キャビ

ネッ ト構成員、クラブ、三役にて行った。アクティピティ

についての意見から会員増強についてなど、地区ガパ

ナーからも各会長からも自由閥遥に意見が交換された

有意義な打ち合わせ会議で、あった。

その後、ガパナーをお迎えしての 1 Z • 2 Z合同例会

へと移ったが、地区ガパナー L金井一夫におかれてはパ

ワーポイントを交えて 1 時間弱、地区運営や今後の会員

増強についてなど、海外での例も交えながら懇切丁箪に

お話しを頂戴した。また当日は新入会員の入会式も合間

例会内で行われ、地区ガバナーよりラベルピンをつけて

頂き、全員で新たなライオンの誕生を祝し獅子咽IIR し、

合同例会は終了した。懇親会では、元地区ガ、パナーの

L 内田千尋と千葉県アイバンク・協会の新理事長である

L花問和明をビジターに迎え、献眼についての説明を受

けた後、胸襟を開いての懇親となった。

9R ガバナー公式訪問
lZ ZC L坂本 正男 ・ 2Z ZC L鈴木

3Z ZC L平野陽一

樫ヨ

L金井一夫地区ガパナーを迎えての第9R1Z ・ 2Z ・

3 Z 合同例会が、和(晴れの中 300名が出席して、第一

部、第二部、第三部の構成で行われました。

第一部は、 『地区ガパナー・キャビネット役員・クラ

ブ三役打合せ会議JJ L大西智子キャビネット幹事より、

地区内の報告があり、 ~GLT JJ、 ~ GMT .JJ、 Ií GAT JJ

の説明と活動について、東日本大震災被災地に対しての

活動報告があり、八日市場LC L鈴木勲会長より 『平

和ポスター展』 について問いかけ、 L金井一夫ガパナー

か ら、 『今後の方向として今年の年次大会に 『平和ポス

ター展』 を地区として開催できないかを検討したい』 と

発言がありました。また、飯岡 LC L薄膜弘昌会長よ

り、第 15 回旭市中学校生徒英語発表会の報告に対して、

ぜひともとの英語発表会の優勝者に対して、ライオンズ

クラブが、 YCEの派遣生として、派遣を今後取り組ん

で行こうとの発言があり 、 3Z L平野陽一 ZC より、

『単一クラブではなくて、 3Z内の 4 クラブが旭地区に

該当するので、 今後乙の 4 クラブをベースに 『レオクラ

ブ』 が誕生できないかを、研究する様に前向きに考えた

い』 と発言がありました。

第二部は、 『地区ガバナ一公式訪問合同例会』 本日は、

ゲストとして、 『アイバンク協会理事長L花岡和明JJ ~ア

イバンク協会前理事長 L林静誠元地区ガパナー』 を迎え

て、 当地区の L長島彪元地区ガパナ一、 L江畑耕作元地

区ガバナーも出席して、 18 クラブ総勢300人のライオ

ンが集まっての大きな合同例会が開催されました。 L金

井一夫地区ガパナーが登植されて、スクリーンに映し出

された地区内の活動報告を、熱く語りました。
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[ 12R W一公式訪ト
lZ zc L長谷川 善久 ・ 2Z ZC L角河博文 | 

10 月 2 日(日)、茂原 プラザ平安において、地区ガ

パナー公式訪問合同例会が開催された。

午前中の三役会識においては、リジ、ヨンおよび各クラ

ブの現状を各クラブ会長より現況報告し、また、 質問や

問題提起がおとなわれた。質問への返答は午後の合同例

会で、会員の皆様の前でご説明を頂くという、 L金井ガ

バナーならではのご配慮をいただいた。

合同例会においては、ガパナー直々にプロジェクター

を利用して、 地区やキャビネットの現状と、大震災にお

けるライオンズの組織としての行動や、 LC J F交付金

についてなど、 三役会議でも質問がでた内容をわかりや

すくど教授いただいた。

また、我が 12 R で、の問題点で、ある、 会員減少と、各

クラブの会員数の問題にも、ご理解を示して]頁き、解決

の糸口、 今後の糧となるお話をして頂いた。

入会式も催され、新入会員ヘガパナーがラベルピンを

つけると、会場から大きな拍手があがった。 まさに、 「楽

しいライオンズ」の時聞を全員で共有できたとととおも

つ 。

懇親会においては、アトラクションとしてミュージ、カ

ル劇団サンブ・ステップスによる、熱気踊れるダンスの

催しものがあり、メンバーほとんどが中学生であると聞

いて会場からも驚きの声があがった。 ガパナーからも今

後もサポー ト していきたいとのお約束をいただいた。
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11 R ガバナー公式訪問

1Z ZC L野口明行 ・ 2Z ZC L松崎正

ポヂ|
圃哩曹ア 骨， でて.

採必ぶI

10月 15 EH土)たてやま夕日海岸ホテルに於いて、地

区ガパナ一公式訪問 llR lZ'2Z合同例会が開催さ

れました。

ガバナーの方針や、 今年度の主立ったアクティピティ

の紹介を、プロジ、エクターで説明され、約 1 時間近くの

時間でしたが、楽しく拝聴し色々な事を知る事ができま

した。 |映像でのど説明でしたので、良く理解されたと思

います。

ll R では、 全体的に低調ぎみですが、 今年度の地区

ガパナーr.金井一夫の思い切った改革を参考に、活性化

に向けての取組を新たにしたところです。

懇親会の来賓に、制千葉県アイバンク協会理事、 L

丸淳一 (11湯川 L C) が、新理事長となった L花岡和明

(千葉京葉 L C) のメッセージ、老発表されました。

また、館山市で、は、 全国大学フラメンコフェスティパ

ルなど行われており、フラメンコ人気があります。 大学

生学生による華やいだフラメンコを楽しみながら、交流

を深め合いました。
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第
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上
総
い
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ら
国
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ま
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へ
の
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加
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礎
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等
か
ら
解
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る
。

1
9
6
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年
に
市
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間

も
な
く
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迎
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年
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い
た
と
と
が
発
掘

L

伊
藤
作
平

3
3
3

1

C

地

区
7
R

の
8

ク
ラ

ブ
で
は

「愛
す
る

地
域
に

育
む
奉

仕
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
と
の
祭

り
に
参
加
、
模
擬

店
を
出
店
。
女
性

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
手
作
り
グ
ツ

ズ
の
販
売
・
東日

本
大
震
災
へ
の
募
金
・
盲
導
犬
支
援
に
よ
る

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
のP
R

を
行
う
と

共
に
、
棋
擬
店
を
7
R

ク
ラ
ブ
会
員
交
洗
の

場
(
サ
ロ
ン
)
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

女
性
ク
ラ
ブ
会
員
手
作
り
グ
ッ
ズ
は
、
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
高
い
匂
い
袋
や
枕
、
ビ
ー

ズ
に
よ
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
大
変
好
評
の
う

ち
に

完
売
し
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
模

擬
店
の
中
は
決
し
て
広
い
と
は
い
え
な
い
が

ピ
l

ル
や
お
茶
、
焼
き
そ
ば
等
を
用
意
し
普

段
で
は
な
か
な
か
会
え
な
い
他
ク
ラ
ブ
会員

と
話
し
合
う
場
を
持
っ
と
と
が
で
き
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

盲
導
犬
の
招
致
は
、
初
め
て
見
る
多
く
の

市
民
、
特
に
子
供
た
ち
に
大
人
気
で

盲
導

犬
を
撫
で
た
い
子
供
で
行
列
が
で
き
る
程
で

あ
っ
た
。

お
除
で
二
日

間
共
盲
導
犬
支
援
募

金
箱
は
重
く
て
持
て
な
い
程
の
募
金
が
集
ま

り
、

東
日
本
大
震
災
へ
の
募
金
と
共
に
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
の

一
端
を
大
き
く
P

R

す
る
乙
と
が
で
き
た
。

一
一日
間
で
約
8

万
人
も
の
人
が
訪
れ
、
最

後
を
飾
り
午
後
8

時
盛
大
な
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
て
祭
り
が
終
了
し
た。

7
R

の
8

ク
ラ
ブ
が
各
々
の
力
を
出
し
合

い
、
協
力
し
、
交
流
を
深
め
、
地
域
に
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
P
R

が
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
で
あ
っ
た。

30 

植
樹
運
動
を
展
開

ロ
月
初
日
現
在
の
活
動
結
果
報
告
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市
原
L
C

で
ブ
ル
ベ
リ
!
の
苗
木
5
0
0

本

・
日
/
3

市
原
東
L
C

「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
」
に
於
い
て
配
付

1
3
0

本

-
H
/
6

市
原
か
ず
さ
L
C

「
千
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

祭

り

」
に
於
い
て
献
血
活
動
の
採
血者
に

配
付
1
0
0

本

-
H
/
9

市
原
南
L
C

「チ
ャ
リ

テ
ィ
ゴ
ル
フ
」
に
於
い
て
配
付

1

5
0

本

-
U
/
4

市
店
内
ク
リ
ー
ンLC

「
五
井
大
市
」
献
自
活
動
に
於
い
て
配
付

1
0
0

本

・
市
原
コ
ス
モ
ス
L
C

椎
の
木

1
8
0
0

本

プ
ル
ベ
リ
!

の
苗
木

2
0
0

本

【合
計

7
R

全
体
で
約
3
0
0
0

本
】
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3
R

合
同
手
賀
沼
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
協
賛
事
業

L

助
川

幸
子

L

吉
野
み
ど
り

今
年
も
3

リ
ジ
ョ
ン
全
ロ
ク
ラ
ブ
が
協
賛

し

「
第口
回
手
賀
沼
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン

」
に
継

続
事
業
と
し
て
総
勢
印
数
名
の
参
加
を
頂
き

ま
し
た
。

快
晴
の
中
、
手
賀
沼
に
7
0
0
0

人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
集
結
し
、
招
待
選手
と
共
に
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト

が
切
ら
れ
、
会
場

に
は
沢
山
の
模
樫
店
・売
店
が
出
店
し
、
そ

の
一角
に

「柏
市
消
防
団
に
よ
る
A
E
D

体

験
講
習
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

講
習
会
は
、
柏
市
消
防
団
が
結
成
し
た
は

名
の
救
命
救
急
サ
ポ
ー

ト
隊
の
ご
協
力
に
よ

り
、
初
名
を
超
え
る
講
習
参
加
が
あ
り
、
ア

ン
ケ
ー

ト
の
中
で
も

H

い
ざ
と
言
う
時
の
為

に
H
来
年
も
受
講
し
た
い
と
好
評
を
頂
き
ま

し
た
。

ま
た
、
テ
ン
ト
に
「
東
日
本
大
震
災
直
後

か
ら
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
」
を
掲
載
し
関
心

を
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て
会
場
を
周
回
し
、

A
E
D

講
習
の
お
知
ら
せ
と
共
に
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
活
動
の
お
知
ら
せ
「C
地
区
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
P
R

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
「
各店
ク

ラ
ブ
の
一
言
P
R

」
そ
し
て

「
震
災
で
の
地

区
ニ
ュ
ー

ス
活
動
報
告
」
を
配
布
し
、
身
近

な
ラ
イ
オ
ン
ズ
を
P
R

出
来
ま
し
た
。

文
・
3
R
1
Z

・

z
c

司
〆'M
ヴ
L
・
ウ
L
円
iv

手
賀
沼
エ
コ
マ
ラ
ソ
ン
は
受
付
開
始
か
ら

数
時
間
で
定
員
締
切
と
な
り
人
気
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
で
す
。

そ
の
理
由
の

一
つ
に
「
抽
選
に
せ
ず
申
し

込
み
順
で
、
家
族
や
友
達
と

一緒
に
参
加
出

来
る
様
に
」
と
の
、
実
行
委
員
会
の
温
か
い

思
い
が
有
る
よ
う
で
す
。

今
年
も
柏
市
消
防
聞
の
ご
協
力
に
よ
り
、

皆
様
に
喜
ば
れ
る
事
業
が
出
来
ま
し
た
事
を

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す。

協
賛
ロ
ク
ラ
ブ

3
R

・

1
Z

柏
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
我
孫
子
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
印
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

柏
さ
く
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
柏
み
ど

り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
柏
レ
イ
ン
ボ
ー

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

3
R

・

2
Z

柏
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
柏
沼
南
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
柏
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
柏
オ1
ク
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
・

柏
な
の
花
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

柏
創
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

@
a
FAWA
V句
。

A
WO

A
喝ぬ
wa
FAWA
W句
。

A
WO

A
W
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第
四
回
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
捕
り
大
会
開
催

文
・
鎌
ヶ
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長

鎌
ケ
谷
飛
朔
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

棋
の
木
レ
オ
ク
ラ
ブ

1

9
9
9

年
8

月
、
当
時
の
地
区
ガ
バ

ナ
l

L

岡
野
正
義
の
ガ
パ
ナ
l

方
針
「水
辺

の
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
に
基
づ
き
、
「
海
も
大

き
な
川
も
な
い
鎌
ケ
谷
市
の
子
ど
も
た
ち
に

自

然
と
触
れ
合
え
る
機
会
を
つ
く
り
た
い

」

と

市
長
に
相
談
し
、
許
可
を
い
た
だ
い
て
貝

柄
山
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
で
始
ま
っ
た
ア
ク
テ

イ
ピ
ィ
テ
ィ
で
す
。

, . ! 
許7'"〆f'"

豆諸~...s.- -i多色そヲユ

v 

藤
田
次
男

、
、，
ノ

今
年
も
8

月
6

日

は
午
前
9

時
よ
り
、

日
回
目

の
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
捕
り
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

昨
年
エ
ク
テ
ン
テ
ン
シ
ョ
ン

し
た
鎌
ヶ
谷
飛
朔
L
C

と
共
催
で
、
か
っ
、

棋
の
木
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
初
、
定
員
3
0
0

名
の
予
定
が
4
0
0

名
と
な
り
、
多
少
の
混
乱
は
あ
り
ま
し
た
が
、

と
ど
乙
う
り
な
く
成
功

裂
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

と
れ
も
、
企
画
し
た
鎌
ケ
谷
L
C

と

子
ク
ラ
ブ
の
鎌
ケ
谷
飛
朔
L
C

、
槙
の
木
レ

オ
ク
ラ
ブ
、
鎌
ヶ
谷
高
等
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ

ア
同
好
会
の
老
若
男
女
の
御
協
力
の
た
ま
も

の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
は
、
魚
と
い
え
ば
ス
ー
パ
ー
の
切
り

身
し
か
見
た
と
と
が
な
い
子
ど
も
た
ち
多
い

と
聞
き
ま
す
。

丸
ご
と
l

匹
を
、
し
か
も
素

手
で
っ
か
み
捕
り
機
会
は
少
な
く
、
貴
重
な

体
験
で
き
る
場
と
し
て
、
鎌
ヶ
谷
市
に
限
ら

ず
近
隣
の
町
か
ら
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
も

多
い
と
い
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
自

然
を
大

切
に
し
、
環
境
を
守
る
意
識
を
も
っ
て
も
ら

れ
た
ら
と
、
鎌
ケ
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー

は
希
望
し
て
お
り
ま
す
。
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「向日付御連続千勝成因グリーンしr.J川l
献血は、クラ

ブメンパーの友

人知人への呼び

かけのほかにあ

ら ゆる告知媒体

を利用したり、

献血依頼の チ

ラシを戸別に会

場周 辺の6，000

戸に投函して回

る等、 致しま した。当日は、のぼり旗を300本会場から駅

まで立てる等、 会場近隣の百貨店、スーパー店頭等で、キャ

ンペーンのティッシュ配り等。 受付された方には、毎年好

評の野菜セットを進呈致しま した。 この結果、 採血主誌は 日

本:AAl， 1 と県下恥 i でした。

「 第ß1回富津青少年新春剣道大会組 I 
寓禅 LC では、

31 回 目となる武

道大会を、ガパ

ナーど参加の下、

l 月 14 日に、 富

津市立富津中学

校の休背館及び

武道場を使用し

て開催した。 岡

大会は、 柔道 ・

剣道 ・ 空手 ・ なぎなたの 4磁自で幼児から中学生までを対

象に県下は元より、述く東京ーからも参加があり、 今年度は

選手数合計 1 ，000名、 l 月の寒空を吹き飛ばす元気良い声

が響いた。昼休みにはライオンレディが毎年特製のお汁粉

を振る抑った。

「 家族ク山ス例会震災原発関連者招待相LC 1川l
12 月 21 目 、

. 柏 L C 恒例の家

族クリスマス例

会が三井ガーデ

ンホテル柏で行

われました。当

日、柏 LC の名

誉会員である秋

山市長も参加し

. ま した。 柏市が

用意したNTT社宅に仮住まいしている震災と原発関連で

避難したJJ々が56名招待され参加|しました。 市長もサン

タクロースになり子供述とー絡にケーキを作ったりじゃん

けんゲームをして和やかな雰囲気を作り、楽しい時聞を過

どしました。

「 成人式『おめでとう』声かけ運動船橋認し-
成人式におい

て「おめでとう j

と見知らぬ成人

に声を紛けたこ

とはあります

か?

平成24年 l 月

9 日 (月)、船橋市

民文化ホールに

て行なわれた成

人式会場付近にて、船楠翼ライオンズクラブが企画 ・ 運伐の

もと、船橋市の新成人に向けて 「声かけ運動」 を行いました。

運営ボランティアの!協が1よがり、 OB による 「成人友の会J

のメンバーが中心となり、 会場のi随所で成人式を応援してい

ます。

F 可.

スポーツ大会房総勝浦し~(t ・

1. 背少年小学生のソフトボール大会

2 . 中学生のソフ トテニス大会

3 . 中学生剣道大会

それぞれ開催しました。

201 2{1~ 1 月 10

日 に、 青少年健

全育成事業とし

て、

「 釜石公演ミザカル劇団LEO加入 1仰 ~
8 月 第 l 匝|公

演が大成功でク

リスマス公演の

リクエストを]頁

いていたので25

日に訪問して参

りました。 サン

タに変身し出演

し喝采を浴びま

した。

このミュージ、カル劇団がLEOにがl入となります。 11明広

くライオンズのアクティピティーに参加し活動して参りま

す。今回は午前釜石保省随iで 2 岡田の公演でしたが闘児に
握手攻めに会うほど、の大成功で、 した。
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「ぬ橋市民らマラソン大会船橋ポート LC 11/12 
2011 年 1 1 月

12 目(土)船橋市

民マラソン大会

が開催されまし

た。

申込みは今年

も 900名以上の

参加がありまし

た。

レース最終は

中学 2 ・ 3年男子であるが、このスター ト合図は今回も船

橋ポー トライオンズクラブが担当 し会長が行いました。 又、

お汁粉は 1.000人分用意して選手や関係者に提供いたしま

した。

「 神崎町敬老大会長寿座布団贈呈糊し~川 1

9月 18 日 (口)

と盛会に開催さ

れました。

米寿のお祝い

には、 IIIJ長さん

から記念品が贈

呈され、 喜美子のお祝い 66名は、我がクラブ会長 L成毛織

から恒例の長寿座布団が記念品として贈呈されました。

ライオンズクラブの皆様も、 長寿:で健康であるようお祈

りいたします。 (第59号会報より抜料。

「 戸岡?イヲザ今国柵の修理飯岡し[..~川 1 
去る 3 月 11 日

の大震災の津波

により全線した、

『飯野jライオンズ

公園 』 の制111 を、

メンバーの労力

アクティピティ

により{彦理し復

活させました。

旧飯岡町時代に、

荒地で、あった場所を飯岡ライオンズクラブのメンバーの労

力アクティピティで公園に変え、 IIIJから飯間ライオンズク

ラブが管理を委託され、今日 まで来ているもので、飯|向ラ

イオンズクラブにとっては子供のようなかけがえのない大

切な施設です。
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「 薬物乱用防止教室上総lJIil側-
6 月 30 自に小

拙中学校、 10月

31 日に松問中学

校で全生徒を対

象として薬物乱

用防止教室を開

催しました。 参

加者全員に、 「ダ

メ。 ゼッタイ。J

の小冊子を配布

し、 DV Dの上映、県警少年謀、 君津警察署の担当者から

「薬物の恐ろしさJ、 í4 つの約束」 の演題で講演をしてい

ただきました。生徒からは「薬物の恐ろしさが分かつた。」、

「ダメ ・ ゼッタイを忘れない。」の声もあり、久留盟中学校

での1m催も決定です。

「 プラン日花苗の植村内配布帆.IM"-
1 1 月 10 日(木)

パンジーの花苗

をきたふれあい

センターに楠栽。

更に、 1111'役場へ

移動し土っくり、

プランターへ植

栽、(プランター

105) ふれあい』持急記 コ プラザと下総神

崎駅の花街に、パンジー花菌445鉢、そして役場、 郵便局、

尚・工会、神|崎クリニック、下総和I1崎駅、ふれあいプラザ、

じようもんの郷へ配布。 環境保全委員を中心に成果そあげ

ました。 (第59 ~毎会報より抜粋)

「 支援施設との受流柏みどり LC 12/28 ~ 

lこ一度の清揃奉仕も始めました。

私達、柏みど

りライオンズク

ラブは結成当初

より、 「社会福祉

法人緑の会 い

ずみ困J を支摂

しています。閣

の年間行事に参

加させて頂く他

に、 今年度は月

さ ら に、 11 月には薬物乱用防止教室も開催し、 「ダメ。

ゼッタイ。J と、 陸|生の皆さんも元気良 く 声を出してくれ

ました。毎年素晴らしい飾り付けのクリスマス会に参加す

るのも楽しみの一つです。
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「 薬物乱用防止教室朗LC 1仰 ~ 
『ダメ。ゼッタ

イ。.!I 453名の全

校生徒、 35名の

先生方、十数名

の白井ライオン

ズクラブメン

バーによる大合

l闘が体育館に響

き渡った。

7 月 19 日、白

封市立大山口巾学校に於いて、薬物乱問防止教室が開催さ

れた。

夏休み前に薬物に対する意識の向上を図りたいとの、学

校{WJの要望に応えたものである。

「 合周年末鰍パーティー成田グリーンLC 12川 ~ 
12月 15 日(木)

八街グリーンラ

イオンズクラブ

との合同歳未家

族パーティーを、

ホテル日航成田

に於いて開催致

しました。

総勢85名の参
加。ビンゴ、大会

や、アトラクションに地元の演歌歌手j臨このみさんの歌等

があり、楽しいひと時を過ごしました。 !即りには、匡|際会

長の方針の純樹キャ ンペーンに賛同し、 全員に金柑の木を

お土産に配布致しました。

「 合同忘年例会千均一一一-

した。

12月 18 日(日)

三井ガーデンホ

テル千葉にて

『第 1029闘千葉

京葉ライオンズ

クラブ ・ 第 371

回千葉ゅうきの

ライオンズクラ

ブ合同忘年家族

例会を開催しま

市原コスモスライオンズクラブ、のL揖梨より、 52本のブ

ルーペリーの苗木の待付もあり、トータル 100本の苗木を

皆;僚がお持ち帰りになりま した。

「 r蛍の里」の作業肌C 1 2川 r 
平成23年 12月

18 日 、 当 クラブ

が一年以上より

計画し取り組ん

a できた 『ホタル

〆の里』 にホタ
ルの幼虫を般涜

. するのに伴い、

水路に洗浄した

十 咽固・園田・・・・l ..lーー J I沙を9泣き、そこ
にホタルの餌になるタニシを離し、無事ホタルの幼虫を放

流し終える事が出来ました。

6 月頃には「ホタル」が何匹か児られる可能性が在る事

に期待し、 3~ 4 年後には一般住民へ 『ホタルの盟』 の公

開が出来る惑に思いをはせ、取り組んでいます。

「 浦安の防潮堤に矧O本植樹浦安~~川 1 
40周年記念事

業の一環として、

災書館興に役立

つ寄付を検討し

ておりましたが

浦安市の植樹計

画と、またライ

オンズクラブ国

際会長の「世界

で 100万本の植

樹推進運動」 のま旨にもー欽して、 2，540本の苗木代を寄

付いたしました。

組樹指導した横浜岡大の宮脇名誉教授は 「震災瓦磁を活

月一l した防潮堤は、世界的にも珍ししこの方法を浦安カ、ら

世界に広めたい」 と述べておりました

「 北総育成園招待クリスマス例会議庄K~...j川 ~ 
12月第 2 f9IJ会

は毎年、東庄IIIJ

にある社会福布1:

施設の一つ r:Jじ

総育成因」の皆

さんを招き、今

年も題して「北

1-即リスマス例会 J

を開{作しました。

同園は、 当地に根を下ろして今年で38年になる広く信頼

を集める社会稲祉施設である。

乙のクリスマス例会は、過去30余年継続してきたもの

である。 規模は、計 138名。 例会場東庄町笹川の血m厚J版

館さんでお世話になり、大イベントを開催しました。
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「 クリスマスプ山ト総武特I__t...flti ~ 
12月 17 日幼稚

園 ・乙ども園 ・

保育所に、クリ

スマスプレゼン

トを配布。

ょいとの絵本

238nn プレゼン

トしました。

まさご幼靴闘、

大総保育所、上

ザ~保育園、横芝保育闘、なんごうとども図、大平保育岡、

畳間保育閥、蓮沼保育岡、まつおとども |刻、みつば幼稚園、

芝山第 1 保育所、芝山第 2保育;所、芝山第 3 保育所、計

13 ケ所にプレゼントしました。(総武中央 LC会報から披

料つ

「 環境美化活動制帆re.;J川 1 
環境美化活動

といたしまして、

8 月 28 日に、蓮

沼南浜海岸遊歩

道の草刈り作業

を行いました。

暑い *1での労
働奉仕、大変ご

苦労様でした。

(総武中央 LC会

報から抜粋)
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「 第~回小学校対抗駅伝大会総武特LC 11/27 

11 月 27 日に、

ふれあい坂田池

公闘にて、第27

回近隣小学校対

抗駅伝大関が行

われました。

参加人数5 18

名の過去最大規

検ーで会場は坂団

地公闘一周 1250

mの周囲コースで行われました。 回数を重ねる毎に参加校、

人数も増え続け、我がクラブ少年少女委員会も、会合を幾

度となく開催し、 万全を期 し計四iに詣りました。乙のアク

ティピティは我がクラブがモッ トーと致します。
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「 八千代中央D結成会八千代r....aJ川 1 
20 1 1 年 1 1 月

1 3 日八千代市内

にある明治ゴル

フ 2 F (パッソ)

に於いて八千代

中央ライオンズ

クラブ結成会が

行われました。

まず、開会を

八千代 LC E 
XT委員長し船越博文の言葉ではじまりチャーター申請書

記誠事項の確認、及び報告を地区会員増強E XT委員長L実

籾富二男にいただきま した。 そして地区ガパナーL金井一

夫に、 ご署名をいただき、ここに八千代中央LCが目出度

く結成されました。

「 皆で頑張った奉仕デー柏 IJ[~川 、

10月 5 日 (水)、

逆対:の社会福主lt

法人緑の会 「い

一 ずみ悶J にてク

ラブ‘の大切な事

業であるライ オ

ンズ拳仕が行わ

れました。

朝 9 : 00にクラブメンバーが勢ぞろいし、闘内のガラス

窓その周辺、 蛍光灯 ・ カバーをTlJ容に清掃しました。 外か

らの光がた く さん入り、 l悲しいほど締j麗になりました。 参

加メンバーは疲れも忘れ皆満足気でした。 (羽;刷会だより

246号から抜粋)

「 CN45周年記念例会木更津中央1....1川 -

1 1 月 19 日(こヒ)

ロイヤルヒルズ

木更津ビューホ

テルにおいて、

木更津中央ライ

オンズクラブC

N 45周年記念例
会が行われまし

た。

例会では、 ~T

入会員入会式とチャーターメンパーへの表彰状贈呈を行い

ました。

45周年を機に皆様にもnifび掛けながら、地域に根ざした

奉仕活動を続けていく所存です。

「 浦安ボツチヤ大会浦安中央し C 11/12 

浦安市総合体

育館において、

浦安中央ライオ

ンズクラブ主催

「浦安ボッチャ大

会」 を開催いた

しました。

ボッチャはパ

ラリンピックの

正式種 目 で、 重

度!脳性まひ患者や同程度の四肢重度機能障がい者のため

に、 考案された欧州生まれのスポーツです。 立位クラス、

車椅子クラス、介助者付の知的隙がい者クラスに分かれ、

それぞれリーグ戦と決勝 トーナメントを行い入賞を競いま

した。

「 支蜘設との交流柏みどり山-
継続アクティ

ビティとして年

に 2 1豆|、あけぼ

の園生との交流

を行っ ておりま

す。

第一回目 は、

2011 {i~ 10月 4 日

(火)に闘生33名と成問HUMAXシネマズでの映間鑑賞と

ホテルマロー ド成聞での食事会です。

第二回 目 は、 2011年 11 月 25 日 (金)の餅っき大会で

す。 知的陣容を持たれた間生では有りますが、その元気、

笑顔に逆にクラブ員が心を癒される思いがしました。

「 いすみ鉄道沿線の菜の花の種まき夷隅..  

10月 5 日、 毎年恒例になっている、いすみ鉄道沿線の菜

の花の騒まきが、 今年も行われました。

花々が咲く頃に、いすみ鉄道沿線写真展もその時期に開

催され、 当クラブから もライオンズ貨の協賛もさせて頂い

ており ます。 沿線は、桜と菜の花に彩られますので新緑の

|時期にな りましたら、 皆様も是非一度いすみ鉄道に乗りど

鑑賞頂ければと思います。
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「 [IU!Þl周年記念事業木更津帆~.]川 1 

~クラブのライオンズの森に、厳絡を植樹しました。 当

クラブは、ライオンズの森を平成 19年に、木更津市上烏

聞の宅山111 ・ l'可1r.i守(点口j<~山派)住職=河野真降i様の

ごJ!U併をいただき、境内に制策して 4年を迎えました。

今問は、 45)川年IJ ~，mとして、また、平川支部発足 (6月

19 仁1 ) を l記念して、木!J! rlt市の本である「締J を 45本植

樹しました。

「 献血を行いました飯岡LC 11/2 

去る 11n 2 ト1 (水)にj由rI'i飯岡健康福祉センターにて千

葉山赤す ~f l(lL液センターとともに献JÚlìを行いました。

明からたくさんのノヲが見えて、!liX1(rLにど協力をいただき

ました。 ありがとうございました。

献IJILの結架は以下の通りです。

200CC献l (lL 18人、 400cc献l(tL 39人

合計 19.200cc

「 第 7回升川十リング大会銚問ストポート IM'"'i
年
園

-
h齢
と

一
計
イ

リ
々
ふ
い

最
稔
川
高
む
ボ
。
テ

一
方
討
て

の
幼
紛
の
し
る
す
一
ボ
ゆ
臨
ル

、
引
く
楽
き
で
パ
立
総

パ
川
利

加
は
う
近
で
で
グ
払
食
引
い
一
、
テ
寄

参
で
通
歳
ま
が
ン

0

立
場
り

ι

少
に
加
者
と
リ
初
会
ま
刊
絵

喋
チ
蹴

・
ヵ
・
山
山

人
尚
蹴

の

M

t

'

O

凸
む

制
あ
た
七

メ
し
什

と
ま
ル

っ
き
3

・
も
凶
T主

レ
」
戸
t
H刊H

3
レ
蹴

そ
そ
測

り
ル
肱

よ
一
入

場
ピ
老

会
ア
白
。

グ
の
年
す

ン
へ
毎
ま

41 LlON'S 2012 WINTER 

棚開銀欄醐欄線開醐脚醐脚醐W

F ゴルフ大会飯岡lIl___川 1 
11 月 16 日(水)

に小見川東急ゴ

ルフクラブにて、

第 9R第 3Z の

ゴルフ大会が開

催。

ゾーン内のク

ラブから総勢54

名が参加し、好

プレーあり、珍

プレーあり、かつまた、舌l慨に終始するプレーヤーありと

大訟にぎ、やかに、うおしく過ごすことができ、ゾーン内のブ

ラザークラブとの恕制を深められた大変有意義な一日でし

た。

「ケペ均一夫人J の舞台公演鎌ケ谷酬し.1"1
鎌ケ谷市市制

40周年記念事業

としまして 「オ

ペラ蝶々夫人J

の舞台公演を開

催致しました。

公演では、蝶々

夫人の悲しい生

涯、そして衝撃

的なラスト…終

泌を迎え、感動して似を疏す方、笑顔の方とお客さまの表

析が大変印象的であり、「芸術の秋にオペラ鍛鈍J と有意

義な一日となりました。 また、前日には'ì.!i少年健全育成と

しまして、リハーサルを鎌ケ谷市内の小中学生に公|井l しま

した。

「 秋の市内一斉清掃松戸し ["1.1i':!l ~ 
10月 23 日(日)、

， 明け方迄の雨も

卓 上がり恒例の
「秋の市内一斉前

掃J が実施され

ました。

当クラブの清

帰範聞が松戸駅

東口旧事務局の

町会一織と決ま

り参加メンパー IO~1により空旬、ペッ トボトル、紙くず

笥;の回収に不仕詰r.!fijJそれ.いました。
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F 可・

第~回チャリテイゴルフ大会四街道LC 10ハ..・

四街道ライオ

ンズ ク ラブ主

催第26回チャ リ

ティゴルフ大会

を関係者各位の

ご理解とご支援

を頂き、四街道

ゴルフ倶楽部に

て開催致しまし

た。主旨はど参

))11の持様並びにど協賛頂いた企業械からの善意の浄財そ四

街道m社会制祉協議会に柏木tI:J，~金として贈呈 し、 市内の福

祉、I Ç業、丹少年育成事業等の支憾ととのl立の大器災による

被災おへ継続した支援~に前月l していただく所存です。
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「 台湾桃園仁友 [11[1]表敬訪問成田列ーンし C 11ル~
11 月 10 日- 13

日、姉妹クラブ
締結をしている

台湾桃悶仁友獅

子会に、 3.1 1 の

東日本大震災に

多額の義援金を

戴いた御礼と、

そのど報告と親

|陸を兼ね、表敬

i訪問してまいりました。

記念品と して、純銀製側中時計に彫金したものその他を

JWI皇しました。歓迎パーティー、送迎パーティー等の手以

い招待を受けました。 3 日 11 11を過して、より深い友愛の仰

を深めて参りました。

「 姉妹提携35周年記念式典僻し~仰 l 
銚子ライオン

ズクラブと台怖
の台北市部山獅

子会との国際交

涜を目的とした
姉妹提携を粘-ん

で、今年で35年

を迎えました。

同じく館山獅

子会との挺l~~ ク

ラブである福岡若杉ライオンズクラブの 3 クラブ合同で
内北市にある rg基準旗印刷を会則に姉妹提携35周年記念

式!J-tlが雄大に開催されました 。 i以後に、 王\.iJ4委員長張出

品下 L と式!Jl!~笹備を担当された、事務局の皆様に 辛苦 f

謝謝!!

「 『蛍の里』の草刈り作業肌[..1仰 1 
環境保全事業

の一員で『ホタ

ルの旦』 とl1J; し

てホタルの住め

る環境っくりを

行っています。

昨年より地元
の方のど厚窓で

聞んぼを借入り

作業を|湖始して
います。 背丈程ある市を刈り、 )(1機を用いての構掘り作業、

そして聞を育てる為に/}<ïをはり、~\f!備は出来ました。 そし

て 10月 30 日再度部刈を行い、少11_tのエサをまき育つかど

うか試験的に行う準備は聴いました。
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「 白井ふるさと祭り肌C 10/22' 23 
可 第30回白井ふ

るさと祭りに参

加させていただ

きました。

天候にも恵、ま

れメンバ一一同

大いに張り切り、

献血l活動及び盲

導犬協会の盲導

犬グッツの販売

を棋の木レオクラブと共に行い、楽しいひと時を過ごしま

した。

それから共に活動して、協力し合った若きレオメンバー

に御礼を言うと共に、更なる交疏を深められた 2 日間でし

た。

「C同年記念清掃活動的すなろしre.:rt]川l
消掃活動は、

2 巨i 聞の実施で

す。世界ライオ

ンズデーに遅れ

るとと 2 日、前

回同様、 歩道沿

いの肢の中には

間違いなく家庭

から出たであろ

うゴミが |散乱。

メンバーは、樹木やクモの巣にまぎれながらゴミと格問。

歩を進めて行くとジ、ヨギング中の市民の方々が、女性メン

バーの手助けをして下さり、道行く人も「ありがとうJ rご

苦労さまJ と笑顔で声をかけてくれました。
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「 気仙沼の大漁旗に復興の願い南房総LC 10/1 

10月 1 日 2 日

行われた館山市、

南総里見まつり

で船形地区の山

車の上に気仙沼

の大漁旗を掲げ

ることで、気仙

沼の大漁旗を預

かつてきたもの

を、復興に願い

を込めて掲げた。とと千葉県館山市船形地区古くから漁師

町とあって、お祭りに欠かせない山患に、 景気よく 、 大漁

を願って、大漁旗が山離の上から振られる。 それぞれの山

E憶に、気仙沼の大漁旗が複県lを願い秋空を彩った。 がんば

れ東北!

F 司.

C N一周年記念例会白井あすなるしC 10/24 1・

去る、 10月 24

日(月)CN一周

年記念例会を開

俄いたしました。

当クラブが誕生

するまでど尽力

いただいた方々

をお迎えし、楽

しくも気持ち新

たな例会となり

ました。

入会ご予定の 3名を急越ζの記念日に「入会式J を行い、

驚きと感動をサプライズ ! 最長年齢84歳、巌少年齢31織

を共に更新。またまた、頼もしいクラブになりそうな予感

です。

「 被災地復興支援細腕の花憾虎支部 1仰 E 
10月 23 日(日)

宮城県山元IIIJ~

訪問し、山元ラ
イオンズ、クラブ

L 速隊と L 斉藤

(写真上右側)に

お出迎え頂きま

した。山元町災

害ボランティア

センターに集

まった皆さんと被災地復興支擦活動に参加しました。 柏若

虎支部は、いちご農闘の菊池さんのビニールハウス作りを

お手伝いさせて1頁きました。

復興支援のために何か行動を起としたい ! と考える仲間

と地域社会貢献や環境問，也について共に考え、行動します。
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「 宮城・房総附ルメまつり南房総青年支部lI!1Jl~

繭房総ライオンズクラブ青年支部では 10月 l 目、館山

商工会議所背年務11の正式要請により、当初の予定とは異な

る事がありましたが、喜んで承認し気仙沼~仙台の人連の

お手伝いを しました。

気仙沼商工会議所青年部の方々と連携をとり、 10月 l 日

(土)、 2 日(日) w第30巨i記念荷総里見まつり』に合わ

せ「宮城 ・ 房総B級グルメまつりJ を開催した。

「 大槌町へ復興支援南房総IU 仰~ ~ 
11 R 1 Z ゾー

ンチェアパー

ソン L野口明行

も同行しての支

援となりまし

た。 南房総クラ

ブメンバーの奥

さんが大槌町出

身とあって、以前にも田舎!帰りをし、そのたびに支援物資

を地元大槌ライオンズクラブに届けてきました。 また、メ

ンバーのご家肢が仮設住宅に入居しているととろへお見舞

いに伺いました。

気仙沼商工会議所で、青年支部と宮城県気仙沼商工会議

所青年部との交涜から、義援金の贈呈を行い、「宮城 B級

グルメ」としての出店の支援のお話をしました。
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「 ライオンズ公園の清掃飯間し~i;) ~'-

ライオンズ公

園の清掃とライ

オンズデイの美

化運動としての

海岸道路の清婦

作業を行いまし

た。

ライオンズ公

闘は、平成の市

町村合併以前の

飯岡町時代に、荒地で、あった当地を当クラブのメンバーが

労力アクティピティで公園に変身させ、 ßIJから管理を任さ

れた公闘で、年間 3 回の一斉清掃と 2 回の機栽を行・ってお

り、地元住民の憩いの場となっているのでメンバーの愛着

もひとしおの施設です。

「 第mì回青少年健全育成剣道大会銚子し[!W:l&，J ~ 
9 月 23 日(金)秋分の日 第 46回背少年健全育成剣道大

会が、銚子市体育館を会場に開催されました。

乙の大会は、 当クラブが団体戦の優勝旗を 5膿寄贈しで

あり 、 通称 『ライオンズ大会』 とも言われ、東総地区の小

学校、 中学校、高等学校の男女約500名の剣士が団体戦、

個人戦で腕を競う、今年で46回を数える伝統と歴史ある

近隣では最大*Jv棋の大会であります。

当クラブでは、少年野球大会と並ぶ背少年健全育成事業

の大きなアクティピティのひとつです。 過去、この大会に

参加し活服された選手連も、今では社会人としてまた大学

生として立派に成長し、 脊少年への剣道指導等を通じて、

ライオンズの眼念である 『地域社会に奉仕する背少年健全

育成』の一端を担ってくれていると、大会.1i':長く支援して

きた事に誇りそ感じます。

m'4@)7 't7 I)T 1':::t')t，7*~ S#LC 9/26 第11:]回チャリテイゴルフ大会 . 

今回の大会

は、 東日本大震

災復興支援金獲

得と、継続事業

である盲導犬育

成支援、そして

白井市福祉課様

への、ご参加の

皆様からの心温

まるご芳志のJI白

星が目的でございます。当日 200名を超える多くの皆様に

早朝より 、 そして遠方より馳せ参じて戴きました。 文、参

加者の方には富導犬には接した事がない方がおられ、 盲導

犬とユーザーが会場を巡回されました。 改めて盲導犬育成

の必要性を諮っておられました。
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第15回旭市中学生徒英語発表会飯岡~
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u
l
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忌
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脳
口

今
U

の

も
し

子

会
わ
智

表
さ
西
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発
ふ
大
た

の
に

L

し

こ
催
事
ま
開
幹
き

「 円紳」今宵山ォーネと共に』船橋アートマンし-
wr紳」今宵カ

ンツォーネと共

に』 と称して f親

と子の緋J ;をテー

マに御瀧不動~J

境内にてコン

サートを開催致

しました。

第一部では拍.

致問題で活動さ

れている柿間夫妻にめぐみさんへの「愛想いj と題して

講演。第二部はテノール歌手「秋山衛(まもる )J 氏の歌

が境内cl:1に響き渡りました。アンコールIttl r約束」はζの

自のテーマ「緋J を感じさせる litlで、 400名を越える限味は

大いに感動しました。

ヲー旗争奪ナイター野球大会多古-
『多古ライオ

ンズクラブ』 と

『ナイタ一野球

会』の共催によ

るナイター野球

大会が多古町少

年野球チームを

招待して同時に、

親子で楽しめる、

親子ふれあい祭

りを開催致しました。 当日 L鈴木芳信会長より各チームに

野球ボールを贈皐して、多勢の応援の子供たちゃ少年野球

チームの子供たちを 『やきそば'~ r焼肉JJ rかき氷JJ 11ジ、ユー

ス』等の模擬店を出店して、みんなで楽しいひと時を過ご

しました。
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「 第~囲少年野球大会銚子山 I 
第38 1m銚子ラ

イオンズ少年野

球大会が、今年

は東日本大震災

の影響で銚子市

営野球場が使用

出来ず開催が危

ぶまれましたが、

県立銚子商業高

等学校のど好意

により同校の硬式野球部グランドをお借りして、去る 8 月

5 日(金) 、 6EI (土)、 7 EI (日)の 3 EI聞の日程で開催さ

れました。 歴史ある大会で、過去の出場者から何名もの甲

子園球児、プロ野球選手も生まれており、小学生述の憧れ

の大会であります。

「 クラブ清掃活動銚子ウ山ポートIfi抑 >
11 春・秋、年 2

. lËiの県盲老人救

. 誕積回荘の清掃

F 作業を、 今年も

恒例によりその

季節を迎え当 ラ

イオンズクラブ

の仲間違は、 貴

重な日隅日を返

上して、早朝か

ら残暑厳しい中、 県盲老人救護猿田荘の*々をカットした

り、雑草等は使い慣れない電動釜で、務闘しての作業を行

いました。施設の入寮者から帰り際に、 「又、来てねJ と、

芦をかけられ、思わず胸が熱くなるのを感じながら、全員

無事に作業を終了しました。

「 第~回チヤ町ゴルフ大会成田ルンl.tl 側 t
成田グリ ーン

ライオンズクラ

ブ主催にて、第

22回チャリティー

ゴルフ大会を総

成カン ト リーク

ラブに於いて、

開催致しました。

このチャリ

ティーゴルフの

収益金は、 f社会福組協議会J r背少年相談員J r甚兵衛の

森を守る会J に寄付致しました。 成績発表では、第一回大

会から休まず、 参加いただいている木川さんはなんと今年

90才になられ、特別賞を贈りました。



地区ホームページクラフ.ニュース・クラブアクティビティ報告 通

.夏祭り』復興支援募金活動白井あすなるし~ 可

白井第一小学

校で行われた白

井市街1110周年記

念「夏祭り」に

参加。

行き先の見え

る 「支援金を! J 

という、例会決

識を受けプラ

カードを作り参
加しました。 白井市長も応援に馴けつけていただき、小さ

なお了・峨から、近隣ブラザークラブの先輩ライオンまで沢
山の持さんにど協力頂きました。

外阿踏の男性から「オー!ライオンズクラブ~J って山

をかけられ、恥ずかしくも蝉しく思いました。

「 第lIi回船橋東 L l1li年野球大会船橋東 I___ 'ff.] ~ 
7 月 30 日(土)、

7 月 31 日(目)に

市内の豊富グラ

ンドをイ史って開

催されました。

日頃より鍛え

上げた野球技術

とチームワーク

で、最後まで諦

めない強靭なÆ")
*111力で好試合の連続でした。 クラブ会長から優勝旗を受け

tlXる時、優勝チーム選手たちの少しハニカミの混じった、

それでいて誇ら しげな笑麟が印象的でした。準優勝チーム
の皆をl胸む少年たちの純粋さと次1"1の吟特に期待したいで

す。

「 薬物乱用防止教室肌~仰 E 

3・

r ダメ。ゼッ

タイ。.B 453名の

全校生徒、 35名

の先生方、十数

名の白井ライオ

ンズクラブメン
パーによる大合

唱が体育館に響

き渡った。 7 月

19 目、臼舛市立
大dlíll-I-I学:校に於いて、薬物乱川lVìJ I二教室が開催された。
以休み前に薬物に対するなJ般のl向上をi玄| りたいとの、学校

nllJの以望に応えたもので、ある。 学校の先生方とライオンズ
クラブメンバーによる迷演技で柴しんでもらった。

F rがんばっペ東北!応援します』 松戸帆.iNtj

福島市の文級

車両に 3 ヶ月 IIJJ

手を振り続ける

姉弟の記事が朝

日新聞に掲載さ

れました。

その記事に感

動し、力をもらっ

た松戸中央ライ

オンズクラブは、
平成23年 8月 7 EI (日)に、記τHに掲載された福島市立 iワ­

*小字校の広野あゆみさんと占;i;{::~姉弟にクオカードを届け

ました。

(クオカードは家族と相談して、学校』こ干寄附されたそうで

す。)

「 ちくらピーチク山附夷しC 刊 ~ 
り

一

ヤ
似
東
ラ
れ
仰
い
れ

O

ピ
キ
聞
朝
ク
と
海
な
ら

口
ら
ン
が
州
ズ
で
、
乙
え

閃
く
一
ン
一
回
ン
名
し
お
》
迎

月
ち

り

一
、
オ

8

加
を
九
，
、

7

、
ク
ペ
れ
イ
も
参
掃
し
げ
い

に
チ
ン
さ
ラ
プ
に
清
ま
剖持気d」削

弘
人
し
る
ま
れ
し

対
似
U
け

に
に
浴
節

J、

4
2-g

J
4

凶
作

海
て
の
つ
夏
願
の
に
作
う

Ar
よる

「 第~回オールナイ川ク一 成田グリーンしw.
成田市背少年

相談員主催。成

田グリーンライ

オンズクラブ協
貨で、 7 月 29

日市内の中学生

を対象に 「第 21

回オールナイト

ハイク j の支援

活動を実施致し
ました。 ζのオールナイトハイクは、「はばたけ成田っ ζJ
を合言葉に友情 ・ 協力 ・ 悲löH、そして地域、青少年相lJ:の

友情の輸を広げる事を目的として下総公民館に、夜8 11与に
集合して、 32キロメートルをーI~~巾歩き通すという事業で

す。 (巾学生約300名)
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• 

「地区ビリーバー賞」

• r100 万本の植樹」達成のために・

地区年次大会特別アワード

降

ウ
イ
ン
ク
ン
・
タ
ふ
国
際
会
長
の
活
動

方
針
「
1
0
0

万
本
の
植
樹
」
を
受
け
て
、

3
3
3

ー

c

地
区
で
は
本
年
度
、
地
区
年

次
大
会
特
別
ア
ワ
ー
ド
「
地
区
ピ
リ
!

パ
l

賞
」
を
設
け
、

「1
0
0

方
本
の
植

樹
」
達
成
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

公
闘
や
学
校
な
ど
に
苗
木
を
植
え
る

他
、
苗
木
を
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
参
加
賞
や

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の
御
礼
、
お
祭
り

の
京
口
聞
な
ど
と
し
て
配
布
す
る
な
ど
、
各

ク
ラ
ブ
の
行
事
に
組
み
込
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
宰
い
で
す
。

各
ク
ラ
ブ
の
植
樹
数
の
報
告
は
、
年
次

大
会
で
の
表
彰
準
備
の
た
め
、
2

月
初
日

ま
で
の
植
樹
実
施
数
(
苗
木
の
配
布
数
を

含
む
)
と
、
3

月
1

日
か
ら
4

月
初
日
ま

で
の
問
に
植
樹
す
る
見
込
み
予
定
数
の

「
合計
」
を
、
す
べ
て
「
実
施
完
了
数
」

と
み
な
し
て
、
当
該
ゾ
l

ン
チ
ェ
ア
パ
l

ソ

ン
宛
て
に
ど
報
告
願
い
ま
す
。

ゾ
ー

ン
チ
エ
マ
人1ハ
l

ソ
ン
の
み
な
さ
ま
は
、

ゾ
ー

ン
内
各
ク
ラ
ブ
の
植
樹
数
を
h
r

め
い
た
だ
き
、
参
加
ク
ラ
ブ
数
と
合
計
本

数
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

、
。

'
ν
 

棲
合
地
区
へ
の
報
告
は
、
の
ち
ほ
ど
書

式
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
3

月
日
日
ま
で

に
所
定
の
宛
先
に
、
4

月
初
日
ま
で
の
見

込
み
予
定
数
を
含
め
た
合
計
数
を
ど
報
告

く
だ
さ
い
。

国
際
協
会
へ
は、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

会
議
資

料
に
あ
る
通
り
、
W
M
M
R

の
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
泰
仕
事
業
報
告
書
を
使
用
し
て
、

4

月
初
日
ま
で
の
植
樹
数
を
、
必
ず
来
年

5

月
1
日
ま
で
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

地
区
内
上
位
5

ク
ラ
ブ
と
上
位
3

ゾ
ー

ン
に

「地
区
ピ
リ

l

パ
|

賞
」
宇
佐、

参
加

全
ク
ラ
ブ
に

「参
加
賞
」
が
特
別
ア
ワ
ー

ド
と
し
て
金
井
ガ
パ
ナ
ー
よ
り
贈
呈
さ
れ

ま
す
。

「1
0
0

万
本
の
植
樹
」
に
よ
り
世
界
中

に
緑
が
溢
れ
る
と
と
を

「
信じ
て
」

・
:
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

L鈴木地区福祉・環境保全委員長

と

「ピリーパー賞」植樹キャンペーン国際本部

各貨は、 20 1 2年 6月または 7 月に該当する地区とクラブに!(~;100万本楠樹キャンペーンの一環として、奉仕のカを信じるこ

迭されます。 また、パナー ・ パッチは毎月 、該当するクラブにとなtt直樹によって実証した地区とクラブには「どリーパー賞」

郵送されます。;を授与 します。

締結Iにi制氏50%のクラブが参加した各地区- 地区対象の賞

受賞資絡のガパナーには、その成果を記念して 「ビリーパー釘」の

「ビリーパー賞J の対象となるには、クラブと地区は、ぞれ盾を11白星します。

ぞれの100万本植樹キャンペーン活動についての報告(活動につ各会則地域において、会員による椴紛数が- クラブ対象のH

いての説明と、あれば写真を添える)をWMMRのライオンズ上位 100位までのクラブには特別賞の盾が贈られ、ウェブ

クラブ務仕事業報告E与を使用してライオンズクラブ国際協会にサイ ト とライオン誌に掲載されます。また、従i樹に参加し

2012年 5 月 1 Iヨまでに提出する必要があります。

※以上国際本部サイト抜粋

たすべてのクラブに対し、年度内の最初の楠樹活動の報告

後、特別にデザインされたパナー ・ パッチを綬与します。
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鯵第58回年次大会のご案内

201 1"-'2012年度地区ガバナースローガン

愛する地域に 育む奉仕
一心豊かにウイサーブー

地区ガバナー L金井一夫 記念講演
山崎直子元JAXA宇宙飛行士

-年次大会
- 日時:2012年4月22日(臼)
代議員受付 9:30-9:50 代議員総会 10:00-10:40 

一般受付 10:00'"'-'10:40 記念講演 10 : 50'"'-'12:00

八千代謝交鼓組 12:10-13:00 大会式典 13:45-15 :00 

会場:千葉市「ホテルニューオータ二幕張J

-前夜祭
日時:2012年4月21 日(土)
受付 18:00.....18:50
前夜祭 19:00.....21:00 

会場:千葉市「ホテルニューオータ二幕張J

・ レオ地区大会 16:00-1 8: 00

会場:干葉市「ホテルニューオータ二幕張J

団亘言年次大会事務局E
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一心豊かに

年次大会委員長挨拶
3 月 11 日に起きた東日本大震災とそれに伴う原発事故

により、日本は甚大な被害を受けました。 ライオンズクラ

ブ国際協会は様々な形の支援を行って参りました。

そういう中、金井ガパナーは

「愛する地域に 育む奉仕j 一心豊かに ウイサーフL

をスローガンに掲げ、 333-C 地区の改革と共に単位クラ

ブの再生・活性化を進めております。

被災地の一日も早い復興を祈願しつつ、第58回年次大

会を、副都心幕張で開催いたします。 年次大会関係者

一問、 一丸となって皆様をお迎えいたしますので、多数の

皆様のご参加をお待ち申し上げます。

地区年次大会委員長 嶋田 昌 弥

2012年4月22日(日)

< 年次大会言問典 � 
悶際会長 L ウインクン ・ タムが掲げた n BELlEVE 

~信じるJ のテーマと地区ガパナー L 金井一夫が実行す

る「魅力あるライオンズへの政革j の成果を時認する「年

次大会記念式典J を全員ー ー聞に会して開催いたします。

又記念式典に先行して、明るい未来に向けた「八千
代高校鼓組j による力強さと繊細|さを備えた脱動感み
なぎる演奏を楽しんで、いただきます。

t記念式襲会場担 店~z.lkニュー竺~-.~ニ幕張

奈東京 事耳目E本郷!R JR総武線 Til張駅

税強I.Cö 間道14号

手ず 湾岸千葉I.C.
。

臨港357号 東関東自動車道

一一 向
臨翻聴繭欄繭
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< 記念講演 ]
多くの子供たちに喜多を与えた松戸

市出身の学宙飛行士山崎直子氏
の講演を計画いたしました。 2010年
4月、スペースシャトjレで宇宙に旅立

ち、 2週間国際ステーションで任務

を遂行された11寺の体験を中心に講演
いただきます。 皆様の質問に答えて

講師 山崎直子 頂く時間も用意してありますので楽し
元JAXA宇宙飛行士みにご町B許3ください。

[ 記念行事 >
記念講演に引き続き、 JAXA (宇宙航空研究開発機

構)の全面的など協力を得て、小 ・ 中学生を対象に [璃
硝色の地球も花も宇宙の子j と題した山崎直子氏によ

る特別講演を下記日程にて開催いたします。

5月19日(土}市原市民会館 (AM10:00 -11 :30) 
木更津市民会館 (PM14:00-15:30) 

6月16日(土) 習志野文化ホール (AM10:00-11:30) 

青少年健全育成事業として、青少年に 「夢j と「希望j
を考える機会を与え、将来の「宇宙開発j への関心を高め

るのが目的です。全会員のご協力を宜しくお願いいたします。

2012年4月21 日(土)

( 前夜祭 >
クラブメンパーの皆縦方のこを活躍に感謝し、共に語り合

えるひと時を盛り沢山のアトラクシ ョ ンでお迎えいたします。

サックスの音色をパックにライオンズイベントの数々を紹

介しながら会場に入っていただき、オープニングは「サ
ンプステップレオクラブj によるファンタジックな雰IHI

気のミュージカルをご覧噴きます。 そのあと、習志野市

の菊田神社で演じられる、ほのぼのとした郷土芸能「菊

田i雌子J “ばか面踊t)"を、エンディングは「イズミアレ

アンアフラ j によるフラダンスをハワイの風に乗って柴し

んでいただきます。

レオ活動を語り合う大会を開催します。

多数の参加を希望いたします。

l 錫一日ータニ幕張 T…四7ヴ~代表
干t=r:.l ・[tD]g]千葉市美浜区ひび野2・reDJ・
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国際会長テーマ 1 Believe --信じる

会長テーマ WISDO九IEFFORT 知恵と努力
(ウィズダム ・ エフ才一 ト )

大会テーマ 感動

2012 年 e 月 9 日(土)前夜祭・ 10 日(目)年次大会

。大抽選会開催 6月 10日(目)年次大会にて

特賞ペア海外旅行招待
その他多数の商品を取り揃えております。おたのしみに!
(大会終了迄の惨加者に限る)(協賛 J丁目船橋支店)



ホテルグランド東雲

つくば国際会

〒305-0034 茨城県つくば市小野崎 488-1
TEし029-856-2211 FAX.029-852・7422

a蓮田・ 16 : 30 '" 18 : 00 

・Z艦長ヨ 18 : 00 '" 20 : 00 

・錨穂署' 一人 12，000 円

gE司配・ 一人 8，000 円 (つくば市内)
(サービス ・ 税込み、朝食付)

一人 10，000 円(筑波山温泉)
(サービス・税込み、朝食付)

〒305-0032 茨城県つくば市竹園 2・20 -3
TEし029-861 -0001 FAX.029-861-1209 

会 員・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ 2，000 円

同 伴 者・ ・・ ・・・ ・ ・・ ・ ・ 2，000 円

支部会員・ ・・ ・・・・・・・・ 1 ，000 門

家族会員・・・・ ・・ ・ ・ ・ ・・ 1 ，000 円

ライオネス ・ ・・・・・・ ・ ・ ・ 1 ，000 円

レ オ ・・・ ・ ・・ ・ ・・・ ・ ・・ 500 円

代議員受付 8:30 '" 9:00 

一般会員受付 8:30 "'10:30 

各委員会 9 : 00 '" 9: 1 5 

レオ大会 9:10 "'10:10 

代議員総会 9:20 "'10:20 

大会式典 1 0 : 40 '" 12 : 40 

昼食・自由解散 12:40 '" 

銀行名:常陽銀行神立支店J (普) NQ 1 5 3 4 5 0 6 

口座名 : ライオンズクラブ国際協会 333 複合地区 年次大会事務局 萩原光義



. . 

表紙の解説S読者プレゼント&
"'~~蜘~""'~検検問問州側州側~"""""~側、制側>>>-""""~鴨緑州問問州側関給制約制燃や欄州検検検問、掛~"""'*蜘、、総論~""'''~検終~""'/I検検検，，'~終処~"'~終検出、、終検検総~"~検検検ぬ検検検検検~，~鈴、総抗、検検検総論“、、，，'&.~~泳、~"""'''<:('然、、、

'~) 

クイズに答えて『星裏一』絵はがきをゲツトしよう!

LlON' S 0ISTRICT333-C NEIVS (地区ニュース)を最後までお読みいただき、 ありがとうございました.

*年度の地区三ユースの表紙は、八千代市で晩年を過ごされた国際的な版画家 震重量一氏の作昂を使用させていただきました。

そこで下記のクイズにお答えいただいた方のφから拍選で毎号25名の皆織に氏の作品を印刷した絵はがき (6校入り)を

プレゼン トいたします。

① 今年度の東海 ・東南アジア (OSEAL) フォーラムの開催地It、 どこで
しょうか? 。

① ;欠年度の東洋 ・東南アジア (OSEAL) フォーラムの開催地It、どこで
しょうか? 。

ご応募はFAX Iこて①~②の回答及び、 f百十 氏名 ・ 在籍クラブ名・逮絡先電話番号をご記載の上、 333-C地区キャビネッ ト

参務局 (FAX奮雪 043 - 24 アー4 ア 56) までご応募下さい (応募締切 : 3月末:). なお当選者につきましてはキャビネッ

ト事務局よりご逮絡させていただきます。

《星嚢ープロフィール》

1913年(大正2年) 新潟県北魚沼郡小出町(現 ・ 魚沼市)に硲家の長男として集まれる

1932年(昭和ア年) 台南師範学校卒、現地にて教職13年

1946年(昭和21年) 戦後台湾より引揚げ、生地にて勝写版印刷業を宮みながら孔版画を始める

1 949年(昭和例年) 日本版画協会僚にて線市賞受賞

1952年(昭和27年) 日本版画協会会員となる

1956年(昭和31年) 武蔵野美術学校西洋画科卒木版画独習

1959年(昭和34年) 国商会lこ f水j を出局、図画賞受箆 十日間合成工業の製品 「スノリアJ のデザイン顧問となる

1 960年(昭和35年) 図面会会員と怒る 第2回策尽国際版画ビエンナーレに出品以後74年までサンパウ口国際版画

ビエンナーレ他綴々定王国際版画展に出品

1969年(昭和44年) ニューヨークにて現代日本版画巡回展

1970年{昭和45年) 『樹シ リーズj に取り組む オレゴン大学にて100人の日本版画巡回展

1 974年(昭和49年) ジャパン・ アー ト・フヱスティヴアル

1975年(昭和50年) 第 1 (呂田本縦断星襲一木版画展 (6都市) 、オース トフ リア旅行

1976年(昭和51年) 10月22日八千代市勝田台に居住

墨重要一 木版画自選展(ア都市)、ジャパン ・ アー ト・フェスティヴァル

1 977年(昭和52年) ベルギー ・ブラッセルにて現代日本版画展、個展 (6都市)、モンゴル取材旅行

1978年(昭和53年) 第2回日本縦断墨譲一木版薗展 (8都市)

1 979年{昭和54年) 6月 17日病没享年66歳 11月「星襲一自選作品集J 発行(阿部出版)
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次号予告(第4 号) (SPRING ver. ) 

地区年次大会報告

4 月 22 日(日)ホテノレニユ}オータ

ニ幕張で13H催されます。年次大会記

念式典の様子や、記念講演、記念行

事、前夜祭、レオ地区大会などの模

様を報告いたします。

田3?I3h'厩鯨
各委員長活動報告

今年度も委員会活動は、多大な実

績を残されました。次年度に更なる

躍動されることが期待されます。各

委員長の報告を掲載いた します。

ゾーンチェアノtーソン報告
ゾーンチェアパーソンの報告を

掲載し、 一年間の活動内容など報告

して頂きます。

クラブニュース投稿について

第 4 号は 、 第 3 号に引き続き 、 全クラブのアク
ティビティを掲載いたします。まだ、 米t~ il主ク
ラブは、 地区情報委員から呼びかけしますので、

よろしくお願いいたします。
(1 nrま一つです}

投稿先: kanji@lionsclub333c.org 

編集後記
地区情報委員長 L松本宰・史

地IZ:ニュース第 3 号&第 4 号に分けて、クラブ

ニュースを全て掲載いたします。地区ニュースで

は、 誌面上の都合があり 、 写真や原稿も小さく圧

縮して掲載されますが、地区ホームページにおい

キャビネット "ll務局会議宅から、地区ニュースtf~ 2 号の編集会滅の綴子
です。 スクリーンには、インターネットで参加するなど、 ilîj外からでも
参加lできます。

クラブ・レポート
各クラブから投稿された、クラブ

アクティピティを掲載します。第 4

号で年度の報告が終わりますが、全

クラブのアクティビティを問機とし

ていますので、ご協力をお願いいた

します。

投稿について

投稿されると 、リ アルタイムで地区ホームページ

「クラブニュース J に掲載されます。

「ク ラブニュース J では、 全 (139) クラブのカテ
ゴリを作成してありますので、 各クラブ侮の投稿
をご覧いただけます。
お問い合わせは、情報委員もしくは、委員長まで。

ては、 原文どおりに掲載されていますので、 もっ

と詳しく知りたい場合は、地区ホームページをご

覧になってください。特に、リジ ョン ・ゾーン単

位のアクティビティが目立ちました。会員の減少

など考慮すると、リジョン ・ ゾーンの組織力を活

用することで、 単一クラブより大きなアクティピ

ティが出来るなどの利点があります。 また 、 会

員間の交流も活発になるなど大きなメリットがあ

ります。そんなことからピックアップしてみまし

た。

事務局が移転したことにより、事務局の会議室

にWcb会識がいつでもできるように設置しました。

情報委員会でも、地区ニュースの編集会議に活用

しています。 第 2 号そして第 3 号地区ニュース編集

委員会は、 マレーシアから参加するなど、 委員が遠

隔にいても、問題なく会議を行っています。
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